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本 会 役 員 


会 長 河野 義 礼 

評議 員 BGK LAB, 牛島 信義 , ARE. 片山 信夫 , DRAKE GR 勝 , 
久野 A. 斎藤 仁 , 三枝 守 維 , 梨田 秀臣 , 鈴木 廉 三 九 , 須藤 俊男 , RBA, 
TREES, TARE BH 達 , 根本 忠 寛 , 野田 真 三 郎 , 原田 準 平 , 早川 典 
KA, 堀越 義一 , 本 多 共 之 , 増井 淳一 , 待 場 勇 , 八木 健三 >, 吉木 文平 , 吉沢 
7, 吉村 豊 文 , 渡辺 武男 (HSI) 


前 会 長 及 び 前 幹事 渡辺 万 次 郎 , FRAT, 石井 清彦 , 鈴木 BE. 挟 井 誠太郎 


会 報 


会 員 動 静 HAS) 正会員 ARGH, (東京 都 世 田谷 区 野沢 町 1 の 1 明治 薬科 
FEA), 畑 井 小 虎 , (東北 大 学 理学 部 地質 学 教室 ) 

【 転 勤 及 び 転 居 〕 松 里 英男 (山口 県 原 狭 郡山 陽 町 大 池原 狭 1314), 田中 義久 (御崎 市 
本 町 四 丁 目 帝国 石油 氏 . K. RR), PRK (東京 都 千代 田 区 丸の内 2 の 8 Hyg 
株 式 会 社 ), LAM 正 (東京 都 中 央 区 日 本 橋 者 町 2 の 1 三井 金属 鉄 業 鉄山 部 地質 課 ), 
都城 秋穂 (東京 都 北 区 王子 3 の 7 王子 住宅 RD 25), 明石 孝行 (大 阪 市 西城 区 西 四 条 3 
TH 16), WIRE (UGHERESER 14), 初見 孝 (東京 都 豊 島 区 西 巣 鳴 4 の 
320), 阿部 周 太 郎 (岩手 県 一 関 市 山上 町 15 の 7) 


日 本 載 石 鉱物 鉱床 学会 , 日 本 鉱物 学会 , 日 本 鉱山 地質 学会 連合 昭和 36 年 度 
秋季 学術 講演 会 日 程 


1. 日 程 昭和 36 年 10 月 6 日 (#&) £0108 108 (k) まで 
学術 講演 会 10 月 6 日 (#)— 10 月 8 日 (Bf) 
巡検 旅行 10 月 9 日 (月) 一 一 10 月 10 日 ( 火 ) 
2.2 場 北海 道 大 学 理学 部 
3. 講演 申し 込み 講演 希望 の 方 は 至急 , 東京 都 目 黒 区 区 場 町 東京 大 学 教養 学部 
HBS. HE 秀雄 まで 
4. 一 般 講 演 の 他 に 次 を 予定 し て お り ま す 。 
a. 特別 講演 JR EMEA ( 題 未 定 ) 
Prof. J. D. H. Donnay The Second Generalization of the Low 
of Bravais 他 
(会 場 は クラ ー ク 会 館 (学内 ) 大 講堂 で , 一 般 公 開 の 予定 ) 
b. 討論 会 硫化 鉄 物 
5. 懇親 会 巡検 旅行 
ABE 下川 鉱山 (10 名 ) 8 日 夜 出 発 , 10 日 午後 現地 解散 費用 概算 1500 円 
(交通 費 自 弁 ) 
B 班 イト ムカ 鉄山 (10 名 ) 8 日 夜 出発 , 10 日 午後 現地 解散 費用 概算 
1000 円 (交通 費 自 弁 ) 
C 班 FR, 夕張 炭 山 (20 名 ) 9 日 朝 出 発 , 10 日 午後 現地 解散 費用 鬼 算 
1000 円 (20H RAF) 
FARA, WRITES, 申し 込み は 札幌 市 北海 道 大学 理 学部 , BRS es 
戸 茹 費 二 まで (9 月 30 日 迄 ) 


iy 


第 46 巻 第 3 号 BARK M*RMK =A 196149R54q 


研 究 報 x 


4 BA G OO MM B tb 


Thermal transformation of inesite 
fr fe gt = (Kenzé Itd)* 


Abstract: Thermal transformation of inesite in air has been studied 
minutely in the temperature range up to 1200°C, using the differential 
thermal, thermogravimetric, chemical, and X-ray analyses. A correlation 
of thermal and chemical data with phase determinations shows that inesite 
pursues the reaction process shown as the following schema with increasing 
temperature, and transforms into bustamite with a small quantity of 
cristobalite at high temperature. 

Zz cristobalite 


Inesite—‘‘meta-inesite’’— (amorphous) >‘‘meta-bustamite’’->bustamite 


NN braunite 4 
increasing temperature 


> 


The most important reaction ruling this process is the dissociation- 
association reaction of chains of SiO, tetrahedra in the structure. 


1. 緒 言 
」 イネ ス 石 は 天然 に 比較 的 広い 分 布 を 示し , 各地 の マン ガン 鉱床 か ら 産 出す る リヤ 。 ま た そ 
の 鉱物 学 的 性 質 に つい て は 古く より 多く の 研究 が な され て お り , 最近 に お いて も Taka- 
sv) お よび 吉村 等 3) の 報告 が みち られ る 。 

し か し な が ら , 本 録 物 の 熱 的 性 質 に つい て は 不明 の 点 が 多く , ま た 工学 的 に 重要 な 酸 
化 マ ン ガ ン と シリ カ を 含む 系 の 高温 で の 挙動 に お よ ぽ す Ca の 影響 を 知る に 適当 な 試料 
で あぁ ある の で , SKERRY HY RMOMMNRO-Bt LTT CK MELEAZY b 
BY), Av 74 ASK UTE TCRERMOBZAP CO MAB & AMR Le の CE 
DEEBLRET So 


2 実 験 wm # 
ABO RNA 7A SOK (BME) 産 の イネ ス 石 で Takasu”) に 
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a «ea epg areata ancl 2 ょ つて 詳し く 調べ られ て いる も の で あ 
: is Bo CNECKELENTWSILED 
bi = #8) | ~H. Kaneko?) 本 値 に よれ ば , この イネ ス 右 は 第 1 表 
“SiO, ae | gay に 示す 化学 組成 を 有 し ; Al,O3, Fe2O3』 
Al,O 0.29 0.20 s Mn.Ca,Si 
Fe,03 0.18 0.15 ES 
MnO 36.80 712 O28(OH)56H3O の 化学 式 に 近い で と さ 
CaO 8.49 7.31 : 
MgO 0.23 0.42 れ て いる も の で ある 第 1 表 ) 。 
H,O+ 6.89 6.12 7~h > 05 ~1 > 
Hoe 2.18 3.30 Nae OAS see) 
REL CHEK PIER ¢ REBUILD 
Total 100.25 99.33 の を —180mesh wHREL CHAR L 720 
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め て 純度 が 高く , X 線 粉末 回 折 で は 他 鉄 物 の 存在 を みとめ な か つた 。 


gee 


本 試料 の 示 差 熱 曲線 を 第 1 図 に 示す 。 
上 昇 率 は 10°C/min で あぁ つた 。 


差 fA 曲 線 


試料 は 180mesh の も の を 約 lg 用 い , 温度 


本 イネ ス 石 の 900°C まで の 基 差 熱 曲線 は , 他 の 2, 3 の も の と と も る に すでに あたえ 
られ て いる 3) B, Av Ge) や ペン ヴィ ス 鉄 5) の 実験 の 結果 , この 種 含 水 理 酸 マン ガ 
y Ship Crs 1100°C 附近 に 重要 な 熱 反 応 が 起 る こと が 知ら れ て いる の で , 再 検討 し た も 


の で ある 。 
第 1 & 
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本 試料 の 示 差 熱 曲 線 は 220°C 附近 , 400°C 附近 お ょ び 1050°C 附近 の 3 つの 吸熱 で 
ー ク と 720°C 附近 の 1 つの 発熱 ピー ク に よ ょ つて 特徴 づけ られ る 。 
これ ら の 講 熱 反応 は 後記 する 諸 実 験 か ら 次 の よう に 考え られ る 。 


すなわち , 


(1) 220°C 附近 の 吸熱 ピー ク は , Ww 


わ ゆ る 沸 石 水 の 脱 出 に よる 。 


(2) 400°C 附近 の 吸熱 ピー ク は , 結合 水 の 脱出 に よる 。 
(3) 720°C 附近 の 発熱 ピー ク は , 加熱 脱水 に よ つ て 生じ た 非 唱 質 体 の バス タム 石 へ 
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の 結晶 化 に よる 。 

(4) 1050°C 附近 の 吸熱 ピー ク は , Mn4+ の Mn23+ へ の 居 元 に よる 。 

(5) (2) の 吸熱 ピー ク お よび それ 以後 550°C 位 ま で の 曲線 が や ゝ 複雑 な 型 を 示す の 
は , RECT SE FINALY }BRAVY V4 AKOBS LAMB, = OVER Bizkic k 
る 吸熱 と Mn?* の 酸化 に よる 発熱 の 2 COMRRBAV SOC SEBL#ZLNSo 


4 加 熱 KR B 曲線 


本 試料 の 加熱 減量 曲線 を 第 2 図 に 示 第 2 図 加熱 減量 曲線 
to RAW lg を 白金 ルッ ツボ に と り , tue 
-1200°C まで 100°C 間隔 の 各 温 度 に 
LR LCR EBL ee. 100~ 
500°C で 急激 な 減量 を 示 し, 500~ se 
900°C で は あぁ まり 変化 を みせ すず , me 
900°C BEANIE CH SRB ® 
急激 な 減少 を 示す 。 

これ ら の 変化 を 前 記 の 示 差 熱 曲 線 と | 
比較 検討 する に , 200~300°C Rich 
た る み を もつ 100~500°C 問 お よび 
900°C 以降 の 各 減 量 は , 220°C 附近 , 
400°C 附近 お ょ び 1050°C 附近 の 各 吸 熱 ピ ー ク に 夫々 対応 し , また 示 差 熱 曲 線 に 見 られ 
る 720°C 附近 の 発熱 ピー ク は 質量 誠 化 を と も る も なわ ない 和 熱 変 化 で ある こと が 明らか と な る 。 

1200°C で の 減量 が , 化学 分 析 値 に みち られ る HI20 量 に ほ ゞ 一 致す る こと と , 後記 す 
ZMBPBROR DRED HAOR LL icmR5 UT, 500°C まで の 減量 部 は 主として 水分 
の 脱出 に と も な う 減 量 と Mn?+ の Mn*+ へ の 酸化 (酸素 の 附 加 ) に と も な う 3 増量 と の 
重 な つ た 結果 を 示す も の で あり , また 900°C 以降 の 減量 は 主として Mn*t の Mn?+ へ 
OTC (酸素 の 脱出 ) に よる も の で ある こと が 知ら れる 。 こ の よう な 関係 は ベ メ ント 石 
や ペン ヴィ ス 鉄 の 場合 と 全く 同様 で , 前 報 5) に お いて すでに 詳し く 論 じ た 。 

以上 の こと か ら 本 仮 物 呈 の 水 は 500°C 位 ま で に ほ ゞ 脱出 し 終り , また 後記 する よう に 
加熱 試料 の X 線 粉末 回 折線 は 200°C で は 加熱 前 に 比 し て 全く 変化 せ ず 400°C 以上 で 
種々 の 変化 を みせ る こと か ら , MEAHRED 220°C 附近 と 400°C MOA MAE — 
ク (加熱 減量 曲線 は 前 記し た よう に 200 ~300°C 問 に 中 た る み を 見 せる ) は 夫々 いわ ゆ 
る 沸 石 水 と 結合 水 の 脱 出 に よる も の で あろ うこ と が 結論 づけ られ る 。 


ee ee ee a eS 
0 290 400 G00 800 1900 1200 
sa OR °C 


5. MNRAS £ 3 HAHA Bit 


示 差 熱 曲 線 , 加熱 減量 曲線 の 上 に あら われ る 変化 を 確か め , PMOEHNKLDEIHRD 
相 の 灰 化 を 調べ る た め , 本 試料 を 下記 の 温度 に 容 気 中 で 9 時間 保 持 し た Rae E CaM 
し た も の に つい て , 色 , 有効 酸素 量 お よび X 線 紛 末 回 折線 を 検討 し た 。 実験 法 は ベ メ ン 
ト 石 や ペ マン ヴィ ス 鉄 の 場合 と 全く 同一 で あ る 。 な お 試料 容器 は 白金 ヤル ツボ , MBVRILZ 
気流 通 の ょ よい 堅 型 自 金 電気 訪 を 用 い , 炉 外 に と り 出 し た 加熱 試料 の 急冷 に は 小型 送風 器 


my 
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を 利用 し た 。 

加熱 温度 ; 200, 400, 600, 800, 900, 1000, 1100, 1200°C 

[ND OAMBDHIT OW CRA L EEE 2RCRT 主として この 表 に 従 つ て 説 
AAT Bo 


8 
g 


第 2 表 4RABD MMA IG 


a 


加熱 温度 | 色 | 有効 酸素 XK f FF AT 
(°C) (粉末 試料 ) (W196) | KH 主要 な 回 折線 の 変化 
加熱 前 | AREA | tr ARAB 
200 tr ” 全く 変化 な し 
2.8A と 2.9A( 特 に 2.8A) 
400 | K #5 f | 0.16 ” feito: 
3.6 A に 新しい 回 折線 

600 ” 0.81 ” 2.9 A 再度 生長 

イネ ス 石 全く 消滅 
800 | 4 色 | 0.86 es [SOAS PORT BZ 

ta = | 37 v GK (fh) ! 回 折線 出現 。 

RAVLG 

900 7 0.78 | 53a S0AWSUSLI AR 
A 

1000 | pe #8 | 0.21 ” oa et ae 

バズ スズ タム 石 ; 
1100 | 淡 灰 褐色 | 0.10 [73 9 3 ah ee 2.94, 3.2 A 生長 

クリ スト ベ バル 石 ( 役 ) 

[NAIL 2.9 A 生長 

1200 | RABE | 0-19 Tiyan) スス 
(1) 色 の 変化 
1000°C まで は 加熱 前 に 比 し て 吐 色 化し , 1100°C 以降 再び 脱色 する 。 これ ら の 色 の 変 


化 は 後記 する 有効 酸素 量 や 鉄 物 組成 の 変化 に よく 対応 する 。 
(2) 有効 酸素 量 の 変化 


第 3 図 加熱 に よる 有効 酸素 量 の 変化 


第 2 表 に 記し た 結果 を 第 3 図 に 示 


© 


1.0 : 有効 酸素 の 定量 と と も に , Mn の 
ng 原子 価 を 検討 し た と ころ , すべ て 
* の 加熱 試料 に 3 価 を みとめ る こと が 
go 08 ya 出来 ず , 有効 酸素 は すべ て す 4 価 の 
© s Mn に 由来 する も の で ある こと が 知 
_ 2 られ た 。 
ry he 900°C まで は 加熱 前 に 比 し て 有 有 
) 効 酸素 量 を 増し , それ 以上 の 温度 で 


0 5300 400 600 800 100" Boo » 再び 減少 する 。 す な わ ち , 本 鉱物 中 
湿度 °C の Mn?* は 容 気 中 で の MmeBz kd 
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CHS Ma’ に 酸化 し , ある 温度 以上 で 再び Mn™ RAN, 低温 で の mILED 
高温 で の 層 元 期 が みとめ られ る 。 

+ DENIES YE BONRYY 4 ABOBSE ACM OVOC DH BM, 42XEO 
SSH ACHE, MIMS SMA ASS CC, 酸化 の は じ ま る 温度 は 高く すみ 
聞 に 湯元 の は じ ま る 温度 が 低い 。 こ の た め 録 物 相 変 化 に ち およぼす AIL RIO RE 
ED (ELAS, hi 
BC, Ca は 酸化 マン ダン と シリ ヵ を 含む 系 内 で Mn を 実 定 さ ぜ る と 言え よう 4 

(3) SHOR 

加熱 試料 の X 線 粉 末 回 折線 を 第 3 表 に 示す 。 

第 表 に 示し た 鉄 物 相 変 化 は , これ ら 回 折線 の 変化 を 検討 し て 得 た も の で ある 。 

回 折線 の 変化 を や ゝ 詳し く 吟 味 し ょ 3 。 

200°C で は 加熱 前 に 比 し て 回 折線 に は 何ら の 変化 も 見 られ な い 。 この 温度 で すでに 相 
ヨ 量 の 脱水 を 見 る わけ で ある が , 回 折線 に は 何ら の 変化 が な いこ と か ら , 前 記し た よう に 
この 水 が い わ ゆ る 沸 石 水 で ある こと が 結論 づけ られ る 。 

400~600°C Cid, イネ ス 石 の 回 折線 は 全般 的 に 強度 を 減ずる 。 こ の 場合 2.8A OM 
折線 は 他 の も の に 比 し て 急激 に 強度 を 減じ , これ と は 逆 に 3.1A の も の は 、, 新た に 生じ 
た 3.6A の 回 折線 と と も に 強度 を ます 。 また 2.9A の 回 折線 は 600°C CHM DHE 
Fo 

これ らち の 変化 は イネ ス 石 の 他 に 3.1A  3.6A に ょ っ て 代表 され る 何 か 念 く BOs 
生じ その 量 比 を 変化 さす な が ら 消 長 を 示す も の と し て は 説明 し 難く , 1 ORE 
WELT, より よく 舞 解 され ょ う (この こと は これ ら の 回 折線 が 800C で すべ て 消滅 し 
て し まう こと か ら る ゃ 裏づけ され る )。 

イネ ス 石 の 構造 の 主体 を な す も の は バビ ント ナイ ト 人 鎖 (周期 5 の SiO, 四 Te fk BY) 
の つみ 重ね で ある が , 温度 の 上 昇 に よ つ て この 構造 が 不安 定 と な り , GOCAR DAE 
する と と も に この バビ ント ナイ ト 人 鎖 そ の も の も また よ り 単 純 な 人 鎖 な い し は 四面 体 の 集合 
体 へ と 解離 し て ゆく で あろ う *。 こ の 場合 , |i, 解離 の 進み 方 に 方 向 性 が ある の は むし 
ろ 当 然 で あつ て , た め に 各回 折線 は 一 様 に その 強度 を 減ずる の で は な く , 特定 の 回 折線 に 
消長 が み ら れ る こと に な る 。 

この 変化 は ある 意味 で カオ リナ イト と メタ カオ リン の 関係 に 類似 し , この 中 間 生 成 物 を 
タイ ネス 右 と よん で も よい で あろ う 。 イ ネス 石 は 加熱 に た よ つ て 二 次 元 格子 的 な メタ イィ 
ネス 石 の 過程 を 通 つ て 非 語 質 化 する と 云え る **。 

さて , イネ ス 石 は 上 記 の ょ うに し て 分 解 し て ゆき , 800°C で は その 回 折線 が 全く 消滅 
Li 新しく 3.0A を は じ め と する 若干 の 回 折線 が あら われ は じ め る 。 これ は 後記 する ょ 
うに バス タム 石 相 で ある 。 

な お 2.7A に あら われ る 回 折線 は ベ メ ント 石 や ペン ツィ ス 鉱 の 場合 か ら 類 推し て ブラッ 
MBLBA SNS 

この 3.0A を は じ め と する 回 折線 は 温度 上 昇 と と も に 相互 に 消長 を 見 せな が ら AKL 


* 一 般 に 簡単 な 鎖 の 方 が 高温 で 安定 で ある 。 0 
* 回 折線 に 指数 配当 を 行え ば, この 変化 の 方 向 性 は か な り 具 体 的 に 論じ 得る は ず で 
あぁ る 。 別 の 機会 に 検討 し た い 。 


70 


2 


岩石 鉱物 鉱床 学 会 


は 


mo 


第 3 加熱 試料 の XX 線 粉 末 回 折線 
加熱 前 | 200°C| 400°C | 600°C | 800°C| 900°C| 1000°C | 1100°C | 1200°C a 
d d d d ay petal ri @ r| 4 rl d I 
(ADI | Ay E CAEL CALE CAEL EL (Ay FEL (Ay | CA) 
9.17/21]9.11/20.9.17)12/9.04|11 In. 
6.50]10/6.5 1] 916.54] 6/6.47| 5 In. 
4.59] 94.56| 9/4.58) 4 In. 
4.40 6|4.42| 7/4.39| 6/4.37| 7 In. 
4.24] 814.19] 7 In. 
4.05 | 8} 4.05 13 Cc 
3.99/18/4.00)17/4.01) 84.00] 8 In. 
Saline ifor 
3.69] 7| 3.69 10| 3.69 114| 3.69 |13 Bs. 
3.63) 7/3.61)/10 
3.40/13) 3.39 10| 3.39 [18| 3.39 l16 Bs. 
3.26) 63.27] 6 In. 
3.21) DN 7, | In. 
| 3.18) 83.1717| 3.18 14| 3.18 |23; 3.18 |29 Bs. (C) 
3.11) 63.12) 73.13 233.11126| In. 
3.00143.0036) 2.99 |21] 3.00 |26| 3.00 |31 Bs. 
2.9235 2.92/36 2.94118/2.93 32 In. 
2.87) 9)2.88/19] 2.88 |23| 2.88 34] 2.88 |47 IBS, (O) 
2.83/44/2, 83/43 2.84/12/2. 84/16 In. 
2.74) 9/2.76) 8 Bs. 
2.72/17/2.73.16 2.72112. 72/21 In. 
PTAs OVAL Niel Oop |S) Br. 
2.70! 6 In, 
2.63) 7|2.62| 6/2.61) 5 In. 
2.61) 62.61) 6| 2.61 | 4| 2.61 | 6) 2.60] 7 Bs. 
2.55/13/2.55]12/2.56] 82.55/10 In. 
2.47| 5 2.46 | 7| 2.46 10| 2.46] 8 Bs. (C) 
2.40) 5 2.40 | 6) 2.39 |g | 2.40 lho Bs. 
2.39) 8/2.39] 7 In. 
2.34) 8/2.33) 7)2.35] 6|2.35] 4 In. 
2.26 | 5| 2.27] 719.2718 Bs. 
2.20) 6/2.21) 9 2.21 | 8| 2.21 [11| 2.21 12 (C) 
2.18/17/2.18]16/2.20) 7/2.19113 ie In. 
2.12) 8) 2.11 | 5) 2.11 10) 2.11 10! Bsa) 
1.84] 61.84] 6/1.84} 4 In, ; 
TT | OT Is) ne TS Bs. 
1.69) 5/1.69) 6/1.69] 6 1.70) 8) 1.69 | 5) 1.69] 8| 1.69 |11 Bs. (C) 
1.68) 6/1.67/12 In. 
1.65] 5/1.64] 5 1.64) 5 1.65) 8) 1.65 | 7 1.65 | 7] 1.65 10| In. Bs. (C) 
1.60) 5/1.60] 6 In. 
1555-6 Bs. 
1.53) 611.53] 5 In 
1.49] 4 In. 
1.47] 5l1.48| 6 In. 
1.43) 7 1.43) 6| 1.43] 6| 1.43 | 7 
1.42) 7|1.42| 6l1.42| 5l1.42| 6 eae) 


W4H-7vV»7A, Fe/Mn, 


In; 4% 24, Bs; バス タム 石 , Brj; TIVE CG 7VRAPRVG 


40Kv, 8mA, 8-1-4, 1°-1°-0.4mm, 2°/min 
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し て は 次 第 に 生長 し , 1200°C で は 他 の 回 折線 と も あわ せ て バス タム 石 と 完全 に 一 致す る 
よう に な る 。 こ の 場合 , 3.0A の 回 折線 は 800~900°C で 他 の も の に 比 し て 急激 に 成長 
する が , 1000°C 以上 で は その 成長 お と まつ て むし ろ 強 度 を 減じ , これ に か わ つ て 3.2A 
と 2.9A, 特に 25A の も の の 生長 が いも じ る し く な る 。 

この 回 折線 の 消長 も 混合 物 の 量 比 の 変化 と し て は 説明 し 難く , バス タム 石 相 の 生長 過程 
EU Cn dO CHR SHS 

すなわち , バス タム 石 の 構造 の 主体 は 汗 灰 石 鎖 (周期 3 の SiO, WHINE) の 集合 
の つみ 重ね で , イネ ス 石 の 加熱 に よ つ て 生じ た Mn-Ca- 坦 酸 塩 非 品 質 体 中 で 四面 体 の 重 
合 が 進み , さら に その つみ 重ね が 行わ れ て バス タム 石 が 生長 する わけ で ある が , この 場合 
に も 重合 ・ つ み 重 ね の 進行 速度 に 方 向 性 が ある の は 当然 で , この た めい に 各回 折線 ボボ 一 様 に 
生長 せ ず , 特定 の 回 折線 に 消長 お が み ら れ る こと に な る 。 こ の 関係 は , SiO。 四 面体 鎖 の 解 
離 ・ 重 合 と その つみ 重なり 方 を 中 心 と し て 見 た 場合 , 低温 で の 変化 を 正反対 の 過程 で あつ 
て , (表現 は 適当 で は な いか る も 知れ な い が \ この 中 間 生 成 物 を メタ バス タム 大 と よぶ こと 
が 出来 よう 。 イ ネス 石 の 加熱 に よ つ て 生じ た 非 唱 質 体 に 温度 の 上 昇 と と も に お そら く は 
一 次 元 格 子 的 な メタ バス タム 石 の 過程 を と お つて 次 第 に 三次 元 的 に 完成 され た バス タム 
右 へ と 生長 する と 云え る 。 ま た 以上 の 考察 か ら 示 差 熱 曲線 に あら われ る 720°C の 発熱 ピ 
ー ク は , イネ ス 石 の 加熱 に よ つ て 生じ た 非 品質 体 か ら の バス タム 石 相 の 生長 開始 に と る な 
う も の で ある こと が 明らか と な ろう 。 な お 800°C CHU IY vy Six 900~1000°C 
で や ゝ その 量 を 増し , 1100*°C で 減少 し 1200°C で は 全く 消滅 する 。 ま た 1100°C で は 
新た に クリ スト バル 石 が あら われ は じ め 1200°C CR ABTS, 

この プラ ッ ン 録 は 一 部 の Mn*+ の Mott へ の 酸化 に と も な つて あら われ る も の で あ 
り , また クリ スト バル 石 は バス タム 石 と イネ ス 石 の 化学 式 を 比較 し た 場合 に パス タム 石 に 
対し て 考え られ る 過 処 の SiO。 が 遊 苑 し た る も る の で ある 。 

以上 に 記し た 講 実 験 と 考察 の 結果 か ら 得 られ た イネ ス 石 の 容 th で の 加熱 変化 を 模式 
的 に 示す と 次 の よう に な る 。 すでに 報告 し た ベ メ ント 石 と ペン ヴィ ス 鉄 の 変化 の 大 綱 も 
同時 に 示し た 。 


クリ スト ペル 石 
vid 
イネ ス 石 っ メタ イネ ス 石 ご 非 品 質 っ メタ バス タム 石 マ バス タム 石 
. ィ 
DD GAT GR 
温度 上 昇一 一 > 


SIH, a) 7 9 9 v ts oo 


さて , イネ ス 石 の 加熱 変化 を ベ メ ント 石 や ペン ツィ ス 鉄 の それ と 比較 し た 場合 , 最も 大 
き な 差 異 は 有効 酸素 の 変化 と 高温 に お ける RSIO, 相 の 出 か た に ある 。 す な わ ち , イネ ス 
石 の 場合 有効 酸素 の 変化 量 が いち じ る し く 低 く , ブラ ウッ ウン 鉄 の 生成 が わ づ か で あり , 非 品 
質 体 か ら バ スタ ム 石 相 が 直接 出現 する 。 

い > か えれ ば , NAY 石 や ペン ヴィ ス GOB TIVY ROAM + We RS 
Mn*+2Mn4+ の 酸化 ・ 層 元 反 応 が 鉱物 相 変 化 を 支配 する 最も 重 概 な 杏 因 で ある の に 対し , 
イィ ネス 右 の 場合 に は , この 酸化 ・ 層 元 反 応 は さほど 重要 な 役割 を は た さ ず , これ に か わ つ 
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て 前 記し た よう に SiO, DAG OMA He LtooA M7 Y WAVEZ MIE Lz 
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> NEARMO(AM RELI SILI KOT, これ ら の 差異 に 対し て CaO が 最も 
大 き な 影 紅 を お よ ぼ し て いる と 考え る こと が 出来 る 。CaO 〇 は 酸化 マン ガン と シリ カ を 含 
む 系 に あつ て は , Mn2+ に 対し て 強い 安定 作用 を お よ ば し 低温 酸化 期 に お ける Mn4+, し 
た が つて ブラ ウン 鉄 の 生成 を 抑制 し , 酸化 ・ 居 元 反 応 の は た す 役 割 を 低下 させ る も の と 
RG 

な お , この 問題 に つい て バラ 交 石 一 バス タム 石 系 の 党 動 と と も に あら た め て 論ずる 予定 
で あ る 。 


6. 総 括 


ィ ネ ス 石 の 容 気 中 で の 加熱 変化 を 詳細 に 検討 し て 次 の 結果 を 得 た 。 
(1) イネ ス 石 は 加熱 に よ つ て 次 の よう な 過程 を た どり , 高温 で 少量 の クリ スト バル 石 
を 伴 つ た バス タム 石 に な る 。 


EN 
イネ ス 石 っ マメ タイ ネス 石 非 品質 っ メタ バス タム 石 マ バス タム 石 
ブラ ツジ IS 
im Be kL = ーー ご 

(2) この 変化 に 対し て は SiO。』 四 面体 鎖 の 解離 ・ 重 合 が 大 き な 支 配 要因 と な る 。 

(3) これ に 対し て , ベ メ ント 石 や ペン ヴィ ス 鉄 の 場合 に 支配 的 で あつ た Mn?+ 二 Mn4+ 
DPB > FETC RISD BLIP RICANS Wo 

(4) これ は CaO DHBCHS. CaO は 酸化 マン ガン と シリ カ を 含む 系 中 で Mn?+ 
に 対し 強い 安定 作用 を お よ ぼ ば す 。 


本 研究 に あたり , 終始 御 指導 , 御 団 捧 を 賜 つ た 東北 大 学 理学 部 竹内 常 彦 教授 , Moke 
錬 研究 所 南部 松 夫 助教 授 に 心から 感謝 の 意 を 表わす 。 


また , 本 研究 の 公表 を 許可 され た 富士 製鉄 倫 石 製鉄 所 長 綾部 先 氏 , 同 研究 所 長 A 
富 蔵 氏 な らち びに 化学 分 析 の 労 を と られ た 同 研究 所 渡辺 四郎 氏 に 厚く 御礼 申し 上 げ る 。 
Bl Ae eee 
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Takasu S., On inesite from Rendaiji, Mineral. Jour., 1, 242~249,1955. 
GNM, MHA, 高知 県 香 長 鉄山 産 イ ネス 石 , 鉱物 , 5, 1~10, 1960. 
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4) 伊藤 建 三 , ベ メ ント 石 の 加熱 変化 , Bk, 45, 209~218, 1961. 
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mEKUWOBAESHAR 
Petrology of Zao volcano 


+ #£ 2x + (Tokiko Tiba)* 


Abstract : Zao volcano which belongs to Nasu volcanic zone covers 
an area, about 20km in E-W and about llkm in N-S, on the border of 
Miyagi and Yamagata Prefectures, northeastern Japan. 

Zao volcano, as wellas Ryuzan volcano on the north and South Zao 
volcano on the south, are lying on a general trend extending from north- 
west to southeast. 

The central part of this volcano is built up of crater rim“Umanose”’, 
central cone‘‘Goshikidake’’and small crater lake‘‘Okama’’showing a typical 
structure of double volcano expressed by the successive eruptions, ex- 
plosions and subsidences. 

The volcanic proiucts of Zao volcano, consisting of lava flows and 
pyroclastics, lie upon the eroded surface of Pre-Tertiary granodiorite and 
the Neogene Green Tuff Formations. Most of lava flows are composed of 
(olivine bearing) augite hypersthene andesites of calc-alkali rock series, 
those of tholeiitic rock series are rare. 

Ten new chemical analyses are made and some petrogenetic problems 
are discussed. 
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蔵王 火山 は 宮城 県 と 山形 県 の 県 境 に 位置 し , 宮城 県 柴田 郡川 崎 町 , 蔵王 町 及び 山形 県 上 
Bi, 山形 市 に 属す る 一 群 の 大 山 で ある 。 こ れ ら の 中 に は , 北 か ら 三 宝 工 神山 (1683m),, 
地蔵 山 (1764m), 熊野 岳 (1840.8m), 五色 岳 (1674m), 中 丸山 (1557m), AIG 
(1759.0m), 冷水 山 (1339.7m) が 含ま れ て いる 。 こ れ ら と 共に 北西 に は 竜山 大 山 , 南 
東 に は 南 蔵 王 火 山 が ほぼ 一 列 に 並ん で いる 。 南 蔵王 火山 の 活動 は 蔵王 火山 の それ より る も 
古く , 両者 の 境 は 東側 で は 浴 川 , 西側 で は 難 場 沢 に な つて いる 。 一 般 に 山体 の 東側 が 複雑 
な 地形 を 示し て お り , 熊野 岳 と 刈田 岳 を 連ね た 尾根 を 火口 縁 と し , NKOWMBAEBLE 
中 央 火口 丘 五 色 岳 が それ を 象徴 し て いる 。 こ の 地域 に は 後 火 山 作 用 の 結果 と し て 硫黄 鉱 
床 が 発達 し , BALE PHAM TDN Tw Bo 

全般 的 な 地質 調査 報告 は 市 村 !) に よ ょ つて 行わ れ て い る が , 岩石 学 的 研究 は 殆 ん ど な さ 
MCW 

著者 は 1960 年 7 月 以降 , 蔵王 火山 の 地質 調査 及び 室内 実験 を 行 つ て 来 た が , それ が 
ま と ま つ た の で ここ に 報告 する 。 

この 報 文 を 発表 する に 当り , 終始 御 指導 頂い た 河野 義 礼 教 授 , 八木 健三 教授 , 植田 良夫 


+ 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教 密 
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BEL, 青木 謙一 郎 氏 に 深く 感謝 する 。 


2 # EH 概要 


BH MEAKUORRt MRT ZEBRA ABER KO TERS RUPBARO RR 
MRS, “RE, 安山岩 , SRW, 石英 安山岩 , Vise, 砂岩 , 頁岩 等 で ある 。 こ 
の 花 賠 関 緑 岩 は 第 三 紀 層 の 基 毅 を な する も の で も あり , これ が 露出 し て いる の は 主 に 山体 の 
北部 な いし 北東 部 で , そこ で は か な り 不 均質 で , 場所 に よ ょ つて は 片 理 が 著しく 発達 し て い 
る の が み ら れ る 。 蔵王 火山 の 北東 部 に ある 名 号 論 (1490.8m) は 全 山 これ か ら 成 つて い 
So 同様 な 基 毅 は 西側 , 難 場 沢上 流 1300m 附近 に も み ら れ , 蔵王 火山 は これ ら OF 
山地 の 上 に 形成 され た も の で , 央 山 活 動 に よる 山体 の 規模 は そう 大 き な も の で は な い 。 名 
BEA DIAC TC, 峨 々 温泉 附近 まで 花 内 隊 緑 岩 が 追跡 され る 。 WRRBRMWEOTE 
賠 隊 緑 岩 に 関し て は , 従来 先 第 三 紀 の も の だ と か , 第 三 紀 の も の だ と 論議 され て 来 た が , 
BA, 組織 と も る 先 第 三 紀 の も の と 同一 で ある こと が 判明 し た 。 

PRE ARS, 南西 部 や 東部 に 広く 分 布 し , AUIS Es © Ba EVIE 
賠 隊 緑 岩 の 基 庶 礁 を 伴 つ て 堆積 し て いる の が み ら れ る 。 

以上 の 外 に , 緑色 凝灰岩 と 相 前 後 す る 第 三 紀 の 玄武 岩 , 安山岩 変 朽 安 山 岩 , BRAY 
Ay 流 紋 岩 の 活 動 が 認め られ る が 安山岩 以外 は 極め て 局部 的 な も の で ある 。 

蔵王 火山 の 類 岩 及び 噴出 物 は 以上 の 様 な 基盤 及び 一 部 竜山 火山 の 噴出 物 を 覆っ つて いる 。 
央 山 活動 は , 隣接 する 竜山 大 山 , 南 蔵 王 火 山 の 活 動 の 後に た 起 つ た も の で , 活動 開始 の 時 期 
は 洪 積 世 末 期 と 推定 され る 。 そ の 活動 は 地形 及び 噴出 物 の 特性 か ら 二 期 , 即ち 1) 山体 
の 大 部 分 を 形成 する 類 岩 の 流出 が 行わ れ た 時 期 , 2) 話 岩 流 は 出さ ず , 爆発 が 主 で , HR 
匠 丘 や 爆裂 火口 が 形成 され た 時 期 , に 分 けら れる 。 

第 一 期 の 活動 1) RAWAM : ETKEOKUBMS LSE L, 大 体 山 体 
の 西 半 が 形成 され た 。 こ の 話 岩 類 は 緑色 凝灰岩 , 第 三 紀 安山岩 を 和 覆い, TOROB SC 
被覆 され て いる 。 話 岩 は 一 部 著しい 板 状 和 飾 理 を 量 し , 叉 蔵王 川 流域 で は 鉄 染 作用 を 蒙っ つて 
鉄 床 の 母 岩 と な つて いる 。 

2) Ke + 西南 部 の 冷水 山 附近 を 構成 する 話 岩 類 で , 第 三 紀 安山岩 , RRS 
を 後 つて いる 。 比較 的 統 密 な 岩石 か ら 成 る 。 

3) HMR: CAEP BR, 火山 砂 か ら 成 り , BIS o SUILRE 
流 で は それ ら が 二 層 を な す 崖 が み ら れ る 。 こ れ ら の 噴出 物 は 花 賠 図 緑 岩の上 に 直接 か ぶ 
さり , 花 賠 隊 緑 岩 や 頁岩 の 春 を る も 含ん で いる 。 

4) HOR + 火山 体 の 北部 一 体 を 構成 する 話 岩 類 で , AROMA REE, HBR 
Kea, 竜山 大 山 の 類 岩 及 び 花 賠 関 緑 岩 を 覆っ つて いる 。 

5) VISA: FEI E VIDED Le RV BARI ATT Z CEI CTE BIE BR 
VUE i EE DAB FINE_EVCIRO TW Bo —HBEEYRSBFE DAE ERE L TU Bo 

6) NRE aI : 山体 の 中 央 部 , See TIGR SIRES, BORE 
流 か ら な る 。 下部 は ソレ ー ア イト 岩 系 の も の で , 上 部 は カル ク ・ ア ルカ リ BROMECH 
Bo 

7) ROU + ROM EBS OTE CRIN A TIA AZo TAA 
ど 連 続 的 に 流出 し た も の で , 問 に 大 山 砂 , KPBS BRA COS 
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HT a FA 
MK aH 
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D. 変 朽 安山岩 
E. 安山岩 


1. Fant EK LU 
ii. FELLA LU 


A. 石 英 安 山 岩 FB. 緑色 凝灰岩 
B. ot 8a G. (Em PAR 
C. 玄武 岩 
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8) XI: メ 
REET A AER & BE 5 。 

第 二 期 活動 以上 の 活動 で 山体 の 殆 ん ど が 出来 た 後 , 爆裂 が 起こ り , RANCH SBF 
形 の 火口 縁 馬 の 背 が 作ら れ た 。 その 際 の 投 出 物 が 馬の背 や 偽 刈 田 に 見 らち れ る 。 続い て 中 
RAD REAR TBR SAU KW, 火山 灰 が 噴出 され た 。 こ れ ら は 一 見 堆積 岩 様 
の 志 層 を な し て いる 。 中 央 火口 丘 の 東側 は 一 部 爆裂 で 欠如 し , RH AMNZILA DWBA 
PRIUS 

有史 活動 有 喝 活動 の 最も 古い 記録 は 884 年 で あり , 以後 1898 #¥CIKNOKR 
発 , 鳴動 及び 火口 湖 お 釜 の 沸騰 な ど が 30 回 以上 も 起 つ て いる 。 こ れ ら の 活動 は いずれ る も 
PRATER EEE CRO DD CHS 特に 1624 年 の 爆発 は 激しく , 大 山 灰 , 拓 
WRG hE Bt, 大 石 を 飛散 させ , 山 航 の 平野 に か な り の 被害 を 及ぼ し た 。1898 年 以降 
1939 年 まで は 時 々 お 釜 が 沸騰 し , 硫黄 の 温 つ た 泥水 を 汐 出 し た 。 以 後 現在 まで 山頂 一 菅 
で の 活動 は な みち られ な い が , 熊野 岳 の 東側 の 崖 で は 硫 気 の 叶 出 が 続い て いる 。 

以上 述べ た 蔵王 火山 の 地質 図 を 第 1 図 に 示し た 。 


<5 


田 岳 周辺 を 形成 する も の で その 分 布 は 極 く 狭く , ROME aR, 


3. 2h & H R 


EK ERT SAU GAIBA ETAT (809% 以上 ) BIV7 + 7VAV ERR 
岩 類 で あり , VU-7T 4b BRRUBODAILS Yo ERIN FVAV ERR BH 
VGC RHE BBS EN CWS LEMS), それ ら は 同 岩 系 容 山 岩 と 去 武 岩 で ある 。 
次 に ソレ ー ア イト 岩 系 安山岩 と み カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 安山岩 及び 玄武 岩 ( 同 源 捕 獲 岩 ) の 
FARE GRC OW CAAT Bo 

YLU—-7 4 biehkRWis ソレ ー ア イト 岩 系 安山岩 は 蔵王 火山 熊野 岳 一 帯 に 分 布 す る 
SHER, 冷水 , 熊野 下部 妖 岩 と 呼ば れる も の で ある 。 肉 眼 的 に は 通常 青 灰 色 を 時 し , BER 
監 硬 で ある が 多孔 人 質 の 部 分 も ある 。 斑 品 と し て 多量 の 斜 長石 と 少量 の 交 右 が 認め られ る 。 

鏡 下 に 於 いて 観察 する と , BEL LUCHA, SDE, IRE RU BERGE DA 
られ , ORAL HIE aK OAD REEL THOS. 石 基 は 細 粒 ~ 中 粒 完 品質 で あり , 通 
常 少量 の ガラ ス を 伴う 。 石 基 構 成 鉱物 は 倖 長石 , MR, Coty, ek, ZU x 
bAVA, TI-V7IV-ARUERACHAS. 

PEN RAIER~ SR RABE RL, BERS lmm 以下 で ある が , 時 に 3mm に る 
BT So TCR Mae RL CWSo 素 帝 構 造 は 一 般 に 発達 し て お り , 特に 外縁 部 で 装 
し く , REM EAT CL MB wo RAMONE L DROUIN, RARER URE 
BELA» b MS BEMIR ENS. BHWE LCG & BRA Bb NZ LSE 
の 鹿 状 物質 (ガラ ス ) を 含む こと が ある 。 

PERUSE 3mm 以下 の 半 自 形 結晶 と し て 存在 , 微細 な 単 斜 石 反応 緑 に と り ま 
か れ て いる 。 結晶 の 外縁 又は 割 目 に 治っ つて 一 部 イデ ィング ヌス 石化 し て いる 。 

Beto HG EER ~ ER ABU AEC, RE 1.5mm 以下 で ある 。 (100) を 

合 面 と する 双 品 が 時 々 認め られ , HL TSLLE DES RHA O Ee 
於 いて 発達 し て いる の が 時 々 み ら れ る 。 GHMINEA, KEG, BREECH Zo 

PEG RAISER ABA BEC, 普通 は 長 さ Imm 以下 で ある が , 季 に 1.6mm 
に 及び , BUND BIG De IS HRC LE SAV CW So 一 般 に 弱い 多 色 性 を 示す 。 Sete BEX 


wR FR 


x 
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第 1 表 RE AARHMO KM eB 


Rt 長 AA Se fe ROG aa 通 ee A 
a=1.688 pai.ess |” 
eft fa* Y=1.703 2VY=50~48° 
| An,s_64 Fs 39-32 WoyEng Psy, 
Ef op 生 = 9 | B=1.695~1.705 
xt] 田 る 1.560 2 Ve&= lI7 2 Vy=50~49° 
i i WoasEnssFs20- Woao Ens2Fs2g 
= =1.564~1.554 2Va=—67~59° | 
ROME | 1 
ご AN gs-49 S29-36 n.d. 
n,=1.564~1.554 2Va=—66~65° 
" ae 1 
Es AN ss-a9 PS31-32 n.d. 
n,=1.575~1.558 2Va=61~55° 
y ra 1 
部 Neg-56 FS34-42 n. d. 
a i ° B=1.693~1.702 
, 下部 n,=1.574~1.558 2Va=71~52 2Vy=49° 
Anss-57 Fs,5-as WosEngoFs;y Woo Eng, FSo6 
=1.568~1.555 2Va=57~55° 
ek m4 
at a AN} 3-51 FSg9- 41 n.d, 
= ee 0 1704 
本 部 | mー!.579~1.557 | 2Va=68~60° | 49° 
ANgs-55, FS,s-35 WosEnsoFs;y-Wo;yEnssFs。s 
4 | nj=1.573~1.556 | 2Ve=71~52° 
ie MM Angers FSo5_ 4g n.d. 
WY 604 
Hb 蔵 | n,=1.569~1.559 2Va=58 ~55 2Vy—49° 
| AN 78-60 FS3g—41 Woy. Engg Fs)9 Woy Eng3Fs,, 
be ny=1.580~1.560 | 2Va=57~55° 
4 7k | A | Sa 40 Tas 
0 |n,=1.578~1.554 | 2Ve=55~53° 
Bi A | see n.d. 


ANg7-49 


* HAY より 引用 


REC ERLO FREI C FEEL CW ALEMBDSo Mele PG CORTE 7 AAS 
CABNCHDAo BEME L CISA, BRARAY LNG 
BE Hb ROGRGR LEE 0.3mm 以下 の 粒状 結 品 と し て 存在 する 。 


カル クラ ・ ア ルカ リ BRE Wis 


蔵主 火山 の 大 部 分 を 構成 する カル ク ・ ア ルカ リ BAR 


山 岩 類 は 初期 の 叶 出 物 か ら 晩 期 の も の まで 非常 に 類似 し て お り , 本 質 的 な 差 は 認め られ な 
wo 肉眼 的 に は , 類 岩 流 は 一 般 に 綴 密 監 硬 , RHALEL, 多量 の 斜 長 石 と 少量 の 輝石 夷 


上 品 が 認め ちら れる 。 -HAIVIVT PAAR SA 
BEBTSZIOO SY), 大 黒 天 附 近 で は 黒 曜 岩 が 発見 され る 。 


HOPES FILAD ) OWS <, HALL Cane 


鏡 下 で 観察 する と , MAL LCA, MG (ARAB MRO IIL) o Rik 
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第 2 表 MEKW KB A 


1 2 3 4 5 6 7 
Vd Vd Vd Vd Vd Ve Vd 
SiO, 60.64 | 56.30 | 57.20 55.31 54.90 | 55.08 | 54.84 
TiO, 0.96 1.08 0.98 ei 1.18 1.22 1.14 
Al,Oz 16.84 IFLA 16.76 gE 25 ZY 18.48 16.61 
Fe,0, 3.52 2.69 2.91 3.03 2.95 oes 2.21 
FeO 3.10 5.34 5.05 6.07 5.84 5.29 6.42 
MnO 0.08 0.11 0.13 0.13 0.12 0.12 0.09 
MgO 3,29 3.19 4.30 4.31 4.53 | 3.11 4.88 
CaO 6.29 7.48 7.20 8.89 8.84 8.88 8.67 
Na,O 2.85 2.44 2.41 2267 2.72 2.65 Zee 
K,O 1.00 1.10 raed 0.88 (Oa 0.44 0.81 
H,O+ 0.51 1.35 0.55 0.16 0.36 0.59 1.02 
20 — 0.48 0.40 0.56 0.34 0.19 0.78 0.31 
P.O; 0.14 0.13 0.13 0.13 0.22 0.14 0.17 
Total 99570 99.32 99536 100.29 100.13 100.69 99.33 
AMA | TF ie MW / F 木 = He 2 7 
1. Olivine bearing hypersthene augite andesite, 竜山 大 山 , S5ee, Se 
山頂 
2. Olivine hypersthene augite andesite, M@RE, 横倉 山南 側 道路 切 割 
3. Olivine bearing hypersthene augite andesite, HiARRSE, 地蔵 山 山頂 
4. Olivine hypersthene augite andesite, JBI, A VERTH 
5. Hypersthene olivine augite andesite, ” , WTR BY ( 岩 脈 ) 
6. Augite hypersthene andesite, #83} Puteee, 丸山 沢 右 伺 
7. Hypersthene olivine augite andesite, 熊野 上 部 峯岸 , BORO RE 
8. Olivine bearing hypersthene augite andesite, 熊野 上 部 類 岩 , ReENEPTEE 


RG, RR URRY ND. 石 基 は 細 料 ~ 中 粒 , 大 体 は 完 上 品質 で ある が , 半 
品質 の も の も あり , スコ リア に は ガラ ス 質 の も の が ある 。 又 完 上 品質 の も の も 少量 の ガラ ス 
を 伴う 。 石 基 構成 鉄 物 は 斜 長 石 , TRG, SRR, RK, クリ スト バル 石 , アノ ー ソ 
クレ ー ス , RRB CH, 完 品 質 の も の は クリ スト バル 石 や アノ ー ソ クレ ー ス の 量 六 増 
し , パッ チ 状 の 石英 が 存在 する も の も ある 。 

斑 品 斜 長石 は 柱状 ~ 卓 状 自 形 で , HH Imm 以下 で ある が , 時 に 3mm に 達する 。 す 
ATMibe aL, TUNA, クー ルズ スズ ペット ドレ ベニ ルズ リグ 
ン 双 上 品 等 が 認め らち られ る 。 叉 結晶 縁 が 丸 味 を 帯び て いる も の も ある 。 台 帯 構造 の 発達 は 一 
WIC CHD, 多く は 反 箱 団 帯 を な す 。 包 有 物 と し て は 普通 輝石 , RRR, Bae OK 
が 認め られ る 。 履 々 多量 の 塵 状 物質 を 含み , 又 無 色 の パッ チ 状 ガラ ス を 含む こと も ある 。 

PeMw Ae 2mm 以下 の 自 形 ~ 他 形 結 品 と し て 存在 し , 結 品 縁 又 は 割 目 に 沿っ て 
一 部 イデ ィング ス 石 化し て いる こと が 多い 。 時 々 粗 粒 , RORLIEER ORE RIS RIT 
KLOTHMENTWHo MILE II 4 DESETSZO 

betas a A EER BIC, 普通 Imm 以下 で あぁ る が , Hic 4mm に 達する も の る も 
あぁ る 。 KRARUEOMRDAIYT PUERS 15mm に も 及ぶ 短 柱 状 ~ 長 柱状 自 形 結 品 
が 発見 され *), その 化学 組成 は , 大 黒 天 の も の は 短 柱 状 結晶 で は W037.4 Engyg FSqq.g) 


To RED PRN SOE oD 


の 化学 組成 
8 9 ll 12 13 14 15 
Vd Vd llld Vd Vd ING IIc Ve 
S92 58.44 52.40 58.13 57.38 49.15 51.45 60.74 
1.02 0.98 1.20 0.95 1225 OK, 0.97 0.71 
17.49 16.93 19.14 15.96 16.49 20.09 17.67 16.04 
Pea 8 1.42 3.72 1.43 382 Oi QA. 
4.44 5.02 6.5.2 4.00 6.99 6.05 7.65 5.99 
0.08 Orit a Onto 0.14 0.05 0.14 0.15 0.14 
AnD, 3.80 6.24 3.91 4.27 3.61 OW 3.28 
6.35 6.36 8.04 72,0 7.81 10.57 9.76 6.67 
2.63 2.64 1.93 Dede の RO PA 2.19 2.50 
1.44 1.24 0.74 1.31 0.99 0.38 0.87 1.00 
0.79 0.99 1.42 0795 0.45 175 OFS 0.62 
0.63 0.60 0.98 0.55 0.08 1.48 0.48 0.45 
0.13 0.19 0.14 0.10 0.14 OS 0.10 | 0.12 
100.45 99.48 100.29 99.64 99.85 100.47 99.86 | 100.09 
I / / 青 2S lea BE || FF A Mw I 
9. Olivine bearing hypersthene augite andesite, F#}#ORKE, HZOTRR 1 
km 
10. Olivine basalt, No. 9 O/mysahR#ee 


11. Olivine augite hypersthene andesite, AHA, 刈田 岳山 頂 
12. Augite hypersthene andesite, 五色 噴出 物 , 五色 岳 

13. Hypersthene olivine basalt, pam EK, BRB TS 

14. Hypersthene olivine basalt, / » ASW O.3 km 
15. Olivine augite hypersthene andesite, vv , B78 


長 柱状 結晶 で は W591 Engg g F5y7.5 で ある (この 詳細 に つい て は 別 の 機会 に 報告 する ) 。 
(109) を 接合 面 と する 双 上 品 が 時 々 み ら れ , RBMMERTIDDY あ Zo Wipes heh 
外縁 部 に 於 いて 生 々 著しく 発達 し て いる も の が ある 。 包 有 物 と し て 斜 長 石 , BERG, AR 
PAERAD SNS 

PERRI EEK, 2S 2mm 以下 の 結 品 で ある 。 FOMDATY FT Hie 
は 20mm (CORT AZRERABMBDEL ANS?) 9 (Ex ME LETTE L, 
常に 後者 が 外側 に あぁ つて, 前 者 を 完全 に 取 囲 ん で いる こと も ある 。 こ の 逆 の 場合 は 認め ら 
れ な い 。 普通 弱い 多 色 性 を 示す 。 包 有 物 と し て , ARA, BRR, THRE AAD SNS 
Rea A, SARE, TRG, BA ds 6 MS EBEGR AS ETE T Go 

BERRI 0.5mm LL PORw~thieiiat LU CHET Zo 

カル Z*TNAV BAGH MEK Pie KR A~ RI AO Rea oS 
発見 され る 。 大 き さ は 径 数 mm~ cm で ある 。 RU GHME 岩 は RWS CBA 
MAEAT OBZ CH So 2 I CHEOREEPOEREILOW TMX Go 
ARRAN KEE RD GAC, SHORE bMTEREMO RET ZOBRD SNS 
SE FORME Cli, Bett LU CHRALHWEADAY LNG. Ass wea CG, KZ 
ER き 様 の 組織 を 示し , AREAS subophitic form を な す 。 石 基 構成 鉱物 は 和 斜 長石 , 


G 
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SER, SAR, 鉄 鉄 , クリ スト ベル 石 , アノ ー ソ クレ ー ス , 将 灰 石 等 で あり , 極 く 
少量 の ガラ ス を 伴う 3。 

斑 品 斜 長石 は 2mm 以下 の 柱状 自 形 結晶 を 量 し , 常に 栓 片 双 品 を な す 。 累 帯 構造 は 結 
卓 中 心 部 で は あま り , 発達 し て いな い が , SHRED CLE CHV, 最 外縁 部 で は 急激 に 
Ab 分 を 増す 。 包 有 4 物 と し て 塵 状 物質 と 微粒 の 交 石 が 認め らち られ, これ ら は 大 型 結晶 の 外縁 
部 に , 輪 亡 に 沿 つ て 帯状 に 配列 し , 更に 最 外縁 部 を 新鮮 な 結晶 が 取 囲 ん で いる 。 又 小 型 結 
fa Cld, 中 心 部 に 多数 包ま れ , その 周囲 を 新鮮 な 結 品 が 包ん で いる 。 

Desai alles 2mm 以下 の 自 形 結晶 で , PMONICRE RRR IRICEN, 
SETA AEDS % RARER MEL TOS 時 々 (011) を 接合 面 と する 双 上 品 が 認め られ る 。 
結晶 縁 が 極 く 僅か イデ ィング ス 石 化し て いる こと が ある 。 包 有 物 と し て か な り の 量 の ビ 
コタ イト が 認め られ る 。 

以上 述べ た 燃 岩 類 の 斜 長石 と 輝石 の 光学 性 質 を 第 1 表 に 示し た 。 


4 &¢ * 0 Rm 


BEKWUORRMN 2 Mee 818, 同 源 捕 獲 岩 1 個 , 竜山 大 山 の 類 岩 1 個 , 計 10 個 の 化学 
分 析 を 行 つ た 。 そ の 結果 を , 蔵王 火山 及び 南 蔵 王 火 山 の 既 発表 分 析 値 3) と 共に 第 2 rc. 
噴出 順序 に 示し た 。 

蔵王 秋山 を 構成 する 類 岩 類 の SiO。96 は 54.9~59.1 で あぁ あり, BE, REAR, Be, 
焼山 , 八甲田 大 山 等 と 同じ SiO, 成分 範囲 を 示し , 南 蔵 王 火 山 に 分 布 す る 様 な SiO。509¢ 
BRO KR AUIS (MD SN Wo AYRE GOKRAD SiO, は 52.496 で , FEL 
PASSAT S Ave UK LA V7 FV ERI EH CORED IMECHE SO 
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HEIL: カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 実線: 那須 火 山 帯 北 帯 カ ルク ・ ア ルカ リ 岩 系 平均 変化 曲線 
自 丸 "ソレ ー ア イト 岩 系 FARR " ノレ ー ア イト 岩 系 平均 変化 曲線 
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RIC 21 6 OFAATIE & PRICE RIC AR, FURL (PRR, 八甲田 
WE C) DUNT + FTNVAVBREVYV—-74 PBRAUL EO PBA (6 ARE LEBEL? 
(第 2 図 )。 蔵王 火山 カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 火山 岩 と 那須 火山 帯 北 帯同 岩 系 変化 曲線 と を 
比較 する と , 殆 ん ど 変 化 曲 線上 に 落ち も て くる が , 平均 より も 生々 ALO。 が 多く , FeO+ 
Fe,O3, MgO 及び CaO が 少 い 。 し か し , 本 質 的 な 差 は 全く 認め られ な い 。 一 方 同 火 山 
の ソレ ー ア イト 岩 系 安山岩 も 那須 大 山 帯 の 平均 曲線 上 に 点 示 され , 同一 傾向 を 示す 。 


5. 蔵王 火山 の 特性 


東北 地方 の 礁 入山 脈 と 並行 し て 那 頃 火山 帯 に 属す る 多数 の 火山 が 配列 し て い る 。 こ れ 
ら の 基山 の 地質 や 岩石 学 的 性 質 の 詳細 は 最近 に な つて 判明 し た 。 同 火山 帯 に 属す る 火山 
は ソレ ー ア イト 岩 系 去 武 岩 一 石英 究 山 岩 と , カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 実 山 岩 一 流 紋 岩 と か ら 
構成 され て いる が , 主 に カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 か ら 成 る 大 山 と , HEKYV—-74 BRA 
ら 成 る 大 山 の 2 つの 型 に 分 けち ら れる)。 

蔵王 火山 は 主として カル ク ・ THVAY BRKWBKLOCHRAN SRR DOCH 
る 。 AMHR ZBRMEXKWUOV7T A, FEL, BABE, 不 忘 山 等 は ソレ ー ア イト 央 系 
玄武 内 一 安山岩 か らち なり, 非常 に 対 妥 的 で ある 。 こ の 様 な 関係 は 八幡 平 , 焼山 , 森吉 火山 
群 ( 北 列 ) PEF, 駒ヶ岳 , 荷 菜 岳 火山 知 ( 南 列 ) に 於 いて も 認め られ る が 。 そ し て 蔵王 
大 山 は 同 火 山 の 南 方 50km HSB, 安達 太良 , BRKUROBHLE CMW So 

PAK UTOK Matt MgO-FeO+ Fe,0;-Na,0+K,0 三角 図 に 点 示 す る と , その 
特 微 を 最も 良く 事 わ すこ と が 出来 る 。 第 3 図 に 蔵王 火山 の 化学 組成 を 点 示 し , 比較 の 為 , 
那 頃 火山 帯 北 整 ソ レー アイ ト 岩 系 と カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 の 分 布 区 域 を 示 し た 。 MEK 
山 の カ ルク ・ ア ルカ リ 岩 系 及び ソレ ー ア イト 岩 系 は 那 僚 火山 帯 北 帯 の 両 岩 系 の 分 布 区 域 
内 に 点 示 され カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 と ソレ ー ア イト 岩 系 の 聞 に は 明瞭 な 差 が 認め られ る 。 

那 頒 火山 帯 北 帯 の 主 に カル ク ・ ア ルカ リ 岩 系 か ら 成 る 火山 で は , 大 量 の カル ク ・ ア ルカ 
リ 岩 系 火山 岩 が 噴出 する 時 , これ に 伴 つ て 少量 の ソレ ー ア イト 岩 系 火山 岩 が 噴出 する こと 
が あぁ あり, SH, Bho, 焼山 , 八幡 平等 で は FeO+Fe。0。 が 少く , K20 が 多い こと に よ 
つて 特徴 づけ られ る 。 し か し 蔵王 火山 の ソレ ー ア イト 妊 系 安山岩 は 大 量 の カル ク ・ ア ルカ 
リ HAR HCP CEH Llc OHIO GT, FeO+Fe,0, 34, K,O が 少く , 八幡 
BKUBEOCOLMUL”, PAKUF OMB YL —-7 4} BROVAEARL TW 
Bo 

RELKIUVE GIR DV7 + TVAY BREKR ABEL GO MIRE 岩 を 含ん で 
いる 。 PBRALAKUOBA PRY LETC, QhaREGse II 4 Pp RBEL TW So 
KE) (RAMA EROMMARE MILE IIA DESEM, hae Us y MEK 
の も の は それ を 含ま ず , MAROBANERD bRMMAREAILY LV -T 4b TIO 
混成 作用 に ょ つて 生成 され た も の と し て いる 。 又 那 僚 火山 帯 ソ レー アイ ト 岩 系 標 要 石 も ビ 
コタ イト を 包 有 し て いな い 。 こ の 同 源 捕 織 岩 は 蔵王 大 山中 最も SiO。 に 逐 し く , MgO に 
富み , 斜 長石 斑 唱 は 塵 状 物質 を 含ん で いる こと 等 か ら , ソレ ー ア イト マグ マ が 花 賠 岩 質 岩 
類 を 同化 し て 生じ た 混成 玄武 岩 マ グマ の 早期 を 示す も の と 推定 され る 。 


wt OR 


% x 


3 MgO-FeO+Fe,03,-Na,0+K,O 図 


FeO+Fe,03 
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Occurrences and mineralogical properties of refractory 
clay associated with coal bed in middle area 
of Chikuho, Fukuoka Prefecture 


FR 野 義 4&6 (Yoshiaki Hoshino) * 


1. #€ 


FSS AMORA LUCHA ANS ER HROCH ERIC 20 年 を 経過 し , 最近 
次 第 に 使用 量 が 増加 し て きた 。 SHRICHS ME CME COSY の は RERBORRE 
に 伴う 耐火 粘 士 で あつ て , MPBRIY VY vty PAROLE RAR ERY, BEECH 
Bo 

人 筑豊 粘土 は 粘性 , WBE 4, BERET KK SOKA LET ZATERIOA EFA 
され て いな か つた が , WHOOPING tine, 最近 本 社 工 場 だ け で も 1 ヵ月 
1500 市 を 使用 し て いる 。 

当地 方 の 地質 及び 石 記 鉱 床 に 関し て は 多く の 研究 が 発表 され て い AY が , HALAS 
関す る 組織 的 な 調査 研究 は 意外 に 少な く , 僅か に 村岡 誠 氏 の 調査 報告 を 見 る に 過ぎ ず , 特 
に 六 土 鉄 物 の 研究 は 未だ 発表 され て いな い 。 

以下 に 筑豊 粘土 の 産 状 と 鉱物 学 的 性 質 を 述べ よう 。 


Dl 


2 FF MR H 

当地 域 は 花 賠 岩 , TABS EAR EL, ONS ERB OH 8 紀 始 新 志 の 地層 か 
ら 成 る 。 こ の 第 3 紀 層 の 層 序 は 下 か ら 大 焼 層 , =RERE, CAR, 上 石 層 , 出山 層 , Be 
Bie, WE, 坂 水 層 及び 脇田 層 で ある 。 

大 焼 加 層 は 砂岩 及び 頁岩 の 互層 か ら 成 り , 層 厚 80~340m, 南部 で は よく 発達 する が , 
北 に 進む に 従 つ て 薄く な り , 直方 市 以 北 で は 突 滅する 。 地層 の 走向 は 一 般 に NS な いし 
N30°W, (8&8 10~20°E で ある 。 

砂岩 は 一 般 に 灰色 な いし 暗 灰 色 細 粒 で , 地表 に 近い 部 分 は 風化 し て 黄 福 色 を 時 する 事 が 
Bi, 頁岩 は 灰 緑色 , KEE, 灰 褐 色 等 で , 時 に 赤 紫 色 を 示す 事 も ある 。 

この 大 焼 層 中 の 炭 層 は 下 か ら 五 尺 四 尺 , DR MER, 天井 ナシ , FIG, KERLYG 
ば れる 。 これ ら 炭 層 を 含む 地層 の 厚 さ は 略 々 1.5~4.0m で ある 。 

耐火 粘 士 の 一 部 は この 宮 に 上 位 の 三 尺 五 尺 層 か ら る も 産 す る が これ は 耐火 度 が 低く 現在 
WERT AN CWT Wo 従 つ て 粘土 の 産地 は 大 焼 昧 層 の よく 発達 す る 直方 市 以 南 の 地域 に 
限ら れる 。 hls ROL PRRUREPORALULTCHL, 炭 層 名 を その ま ・ ゝ 粘土 の 名 
PELCHW So MHEIEL LU CH/ ARUBER REC, 一 部 は 新 坪 尺 及び 天井 ナシ 成 
層 に る も 伴う 。 


* Fillet ASRS 
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FAZERRMT OFELIA ZINE ORBORMMBC, 風化 し た 石炭 層 (kv) LHL CEE 
L, 第 3 紀 層 の 一 般 走 向 傾斜 と 同じ く , ZEIRALTHZ N30°W, aig 10~20°E で ある 。 
謀 三 尺 炭 層 中 の 粘土 層 に は 層 厚 5~50cm の も の が 5~11 層 あ り , 層 厚 合計 1.6~2.5 
M に 達する 。 多 く は 福 色 乃至 黒神 色 を 量 し 層 理 が 発達 し 細か い 記 質 物 を 含み 片 状 に 制 理 
L]wo R= RREBORE Mic tk ES 第 1 図 eae 
0.5m の 灰色 乃至 灰 自 色 粘 圭 層 が あり L 
中 央 より 稽 々 下部 に ザラ メ 粘 十 と 呼ぶ 淡 
SE CHEMEREBT S 粘土 層 が ある 。 

557 SRE PORRADS ix 層 厚 10~50 
cm の も の が 3~6 層 あ り , BE Bat 
1.0~2.0m に 達する 。 普通 最上 部 に 厚 さ 
0.5m の 灰色 乃至 灰 自 色 粘 士 層 が あり , 
その 下位 に 厚 さ 0.1~0.5m Opes 
BRE ORLEA ARE ¢ JBL 2~5 
層 存 在 し て いる 。 

天井 ナシ 及び 新 五 尺 炭 層 に 伴う 粘土 層 
に は 冬 行 中 の も の な く , 赴 出 も 悪い の で 
pet OBR Cho 上 部 に 厚 
さ 0.5m の 灰色 乃至 灰白色 粘土 層 が あぁ あり, 
その 下位 に 福 色 粘土 層 が ある も の と 考え 
られ る 。 


る AND a Hil 
oH + 1K i 


3. 粘土 の 産地 と 産 状 


(a) 目 尾 地区 目 尾 地区 で は 加茂 及び 吉 北 の 2 ヵ所 で , KRERRBRUH) ARB 
伴う 粘土 を 採 堀 し て いる 。 

鹿 三 尺 炭 層 は 成層 も 粘土 層 も 共に よく 発達 し て いる 。 粘土 層 は 走向 NS, 傾斜 20°E, 
厚 さ 5 へ ~50cm の も の 11 層 あ り 全 体 の 層 厚 は 約 1.7m に 達する (第 2 図 A)。 

Fi) GRIEG OLR DIBA ESR ST, (OVAL BOR BOE RAAB を 挟む 
に 過ぎ な い 。 粘土 層 は 走向 NS, 傾斜 10°E CHS is 1.0m CHS (第 2 図 〇 )。 

(b) RH この 地区 で は 御 徳 権現 堂 で 庶 三 尺 及 び 芳 ノ 谷 層 , 木浦 岐 で 天井 ナシ , 
下 勢 田 で 新 五 尺 層 に 伴う 粘土 を 採 堀 し て いる 。 許 三 尺 炭 層 は 上 図 の 様 に 目 尾 地区 と 同様 
な 発達 を な し , 走向 N15°W, 傾斜 ,25°E で あぁ る 。 

方 ノ 谷 大 層 は 走向 N10"W, 傾斜 20°, 炭 層 は 5 層 (85cm), 粘土 層 は 5 層 (1.0m) 
で ある 。 記 層 の 上 位 は 凝 灰 質 砂岩 に 直接 接し 灰色 粘土 層 が 発達 し な い 。 

木浦 岐 の 天井 ナシ 応 層 で は 粘土 と 炭 層 と の 関係 が 明瞭 で な く HEB kW ze NS, (ay 
IS°E, 上 部 は 厚 さ 0.5m の 灰色 粘土 , 下部 は 厚 さ 1.0m OMEHLECKEWESAS 
いる (第 2 図 E)。 

PSA rt IS Crs els & AGA OBSR DSA Sze ¢, 粘土 層 は 走向 N10°W, 
傾斜 LOPE, 上 部 は 厚 さ 0.5m の 灰色 粘土 , 下部 は 厚 さ 1.0m ORAME SUB eet 
で あぁ る (第 2 図 G)。 
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(c) 相田 地区 “WR CURE RRERUH) SRBC EER L OS. EK 
SARBCLAR, ARH kD RBMLBOMML Avo ここ で は 走向 N10°W, 傾 
® 15°E, pees 4 JB (70cm), 粘土 層 は 6 層 (1.6m) で あぁ る (第 2 図 B)。 

方 ノ 谷 炭 層 で は 走向 N10^W, 傾斜 25°E, 炭 層 は 4 層 (0.5m), 粘土 層 は 6 層 (1.6m) 
で ある 。 こ こ で は 炭 層 上 盤 の 灰色 及び 福 色 粘土 層 が よく 発達 し て いる (第 2 図 D)。 

(d) 新 多 地区 こ ゝ で は 族 三 太 炭 層 に 伴う 粘 士 層 を 採掘 し て いる 。 HEBEL Yk 
平 で 僅か に 東 に 傾い て いる 。 応 層 は 3 層 (0.7m), 粘土 層 は 5 層 (2.6m) CHAZ. KE 

の 上 毅 で 炭 層 と 灰色 粘土 層 と の 間 に 発 達する 暗 灰 色 粘 土 は 硬質 粘土 HR ORE RK 
層 中 に は 見 られ な いも の で ある (第 2 図 F)。 

(e) 太郎 丸 地区 © > CHA? ARIBICPES LIE RRL CZ. 粘土 層 は 殆 ん ど 
水平 に 近く , 厚 さ は 約 1.5m で ある (2M). 

(f) 福吉 及び 神崎 地区 こ ゝ で は 何れ る も 芳 ノ 谷 炭 層 に 伴う 粘土 を 採掘 し て いる 。 EX 
約 2m の 粘土 層 の 下部 に 記 質 物 を 含む 部 分 が 僅か に 見 られ る 。 


4 粘土 の 鉱物 学 的 性 質 


(a) 名 観 粘土 の 外観 は その 産出 する 炭 層 に よ つ て 異 る 。 度 三 尺 炭 層 に 伴う 粘土 は ボ 
タ の 地表 風化 に よ つ て 粘 圭 化し た も の と 考え られ , 一 般 に 福 公 乃至 栗色 を 量 し , 層 理 が 発 
達する た め 片 状 に 佑 理 し 易く , 又 層 理 に 沿 つ て 細か い 忘 質物 を 含ん で いる 。 FAME, 可 将 性 
を 欠く た め 著 燥 する と 容易 に 粉末 状 に な る 。 炭 層 の 上 毅 に は 灰色 粘土 が あり , PRE YB 
々 下部 に ザラ メメ 粘土 と 呼ぶ 白色 小 斑点 を 有する 淡 礼 色 粘 土 が ある 。 御 徳 で は 下 盤 に も 灰 
白 粘 土 層 が 見 られ る 。 

I5) BRIO LC HERET SHANKAR BE EEL HERA b Bb nr SHEE CH 
So RIBt HIBt ZABONK= RRB POM & AR CH Zo EVD FARCE T AIK 
色 粘 土 は 他 の 地区 で は これ を 欠く 事 も ある 。 

天井 ナシ, MRR BBV ERIKA RUBE EL, 頁岩 及び 炭 質 頁岩 の 地表 風化 
に より 灯 土 化し た も の と 考え られ る 。 

(b) GOBTOBE これ ら の 粘土 を 頭 微 鏡 下 で 観察 する と , 微細 な 粘 士 鉄 物 と その 
問 に 散在 する 石英 及び 長石 か ら 成 る 。 石英 は 一 般 に 径 0.2mm 以下 の 破片 状 を 呈し , FH 
IKEA CE 0.05mm 以下 の 細 粒 と な る 。 長石 (ほとん ど 正 長石 で ある が 時 に 倖 長石 を 
含む ) は 石英 と 同じ 大 き さ で ある が , MCRL CGR EN ZYRBBW 0 FUAGIMIEK 
X 0.01mm 以下 の 微細 な 鱗片 状 を な し , お お そら く カ オリ ン と 思わ れる 。 族 三 尺 炭 層 中 
の 粘土 は 一 般 に 炭 質 物 を 多く 含む の で , 鏡 下 で も これ が 認め ちら れる が , 芳 ノ 谷 炭 層 中 の 粘 
土 に は 一 般 に 乏しい 。 ザ ラメ 粘土 は 粗 粒 の 石英 , 長石 及び バー ミキ ュ ラ イト 様 構 造 を 示す 
カオ リン を 含み , これ ら は 価 れ も 径 0.5mm に 達する こと が ある 。 長石 は 殆 ん ど 正 長石 
で 風化 分 解 し て いる (第 3 図 )。 

(c) 化学 組成 上 記 各 種 の 粘土 の 化学 分 析 の 結果 を 示す と 第 1 表 の 様 で ある 。 MILF 
ノ 谷 炭 層 中 の 粘 士 に つい て 各層 別に 擦 取 し た 粘土 の 化学 分 析 結 果 を 示す と 第 2 表 の 様 で 
何れ も 近似 し て いる 。 

これ ら の 結果 ょ り 炭 層 の 上 磐 及 び 下 盤 に 伴う 灰色 乃至 褐色 の 粘土 と , Theat ees 
る 福 色 妃 至 黒神 色 の 粘土 は 何れ も , 化学 組成 が 近似 し て いる 。 
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A : 目 尾 ( 底 3 尺 ) 粘 士 開放 = コル ゞ 50 B : 権現 堂 ザラ メ ( 庶 3 尺 ) 粘 土 開放 = コル x50 
ES ZS) wv 1 D : KEBAB A) ip eee aii Yi 
Dae 7  / Ti F : 未 浦 岐 ( 天 井 ナ シ ) a 1 1 
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第 1 表 
A 尾 ae es ABBA 神 崎 権現 堂 木浦 岐 
| (BER) | aR) | ( 芳 ノ 谷 ) | ( 芳 ノ 谷 ) | (7A) (天井 ナシ ) 
SiO, 50.08 51.86 50.74 53.74 54.48 57.50 
Ti0, SSR | 1.44 1.24 4 | 1.89 1S 
Al,O3 32.86 | 30.75 30.15 RT| cae 27 26% RF 230) 
Fe,O, 1.51 | 2505 87 2.59 3.34 1.83 
MnO tr | tr tr tr tis | tr 
CaO ‘sie tf tr tr | tr ible 
MgO 0.40 0.43 0.48 0.50 0.50 0.43 
Na,O 0.58 0.56 0.76 0.54 0.50 0.98 
K,O 0.58 0.66 0.66 0.74 0.54 | 1.58 
Ig. loss 12.88 12.38 1221 13.01 Oleh, | 9.18 
Total 100.20 100.13 100.01 99.65 100.08 99.95 
Ze 
Ez 5 
E 部 mig aks 
S105 59.24 58.60 54.96 55.64 BI) Rs) 
Ti0, ey/ | 財 39 1.63 1.24 1.24 
Al,O3 25.85 26.57 26.91 26.40 | 26.34 
Fe,O, PAO 2.26 2542 5.28 3.78 
MnO tr tr tr tr tr 
cad tr tr 0.30 tr tr 
MgO 0.36 0.40 0.36 0.50 0.43 
Na,O 0.38 0.66 0.14 0.50 | 0.28 
K,O 0.62 1.12 0.25 0.46 | 0.94 
Ig. loss 9.74 9.20 LORE, 10.28 9.44 
Total 100.46 100.18 100.09 100.30 99.73 
| 


終り に 臨み , 本 文 を 御 校 関 下さ れ , 上 且つ 有益 な 御 教示 を いた だ いた 大 森 茂 一 教授 に 深 席 
の 意 を 表す る 。 
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4) 村岡 誠 , AMORA RIOT, 地質 調査 所 報告 , 145, 1952. 
5) Kise, 本 邦 の 耐火 粘 圭 鉄 床 , 窯業 原料 , (3) 75~78, 1949. 
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Infrared absorption spectra of sillimanite, 
andalusite, kyanite and diaspore 


Kk # HK  — (Keiichi Omori)* 


1. 序 = 
FETK E+ EERO 5%, Al,SiO; FROMMER, AHA RUE GA & と し て 結 品 
L, これ ら 同 質 三 像 の 相 五 関係 に つい て は , 結晶 構造 の 立場 か ら , 或 は 生成 条件 の 見 地 か 
ら , 数 多く の 研究 が 発表 され て いる 。 BHD RICHER PRON TTY 4 ) REALE AICO 
いて 述べ た 際 に , これ ら 三 鉱物 の 相 証 関係 を 論 及 し た りり 。 

既に 述べ た 様 に , FERAL, ALE RUE BAO MBI Al,SIO, の 化学 式 中 , 1 個 の Al 
ィ オ ン の 配 位 数 が 何れ も 6 で 等 し く , 即ち 6 個 の 酸素 イオ ン で 同様 に と り ま か れ て いる に 
WL, 他 の 1 個 の Al イオ ォ ン の 配 位 数 が 上 記 鉱 物 順 に 4, 5 及び 6 と 異な る こと に 基 ず 
くも の で ある 。 従 つ て これ ら 三 信 物 の 化学 式 は 順次 AV all ojsiog, Ale ail 
[O|SiO,] 及び AIS) AIITO|ISiO4] で 示さ れる 。 こ > に Si イオ ン は 何れ も 4 個 の 酸素 
2 で と 0 り ま か れ て いる Se 

本 報 で は これ ら 三 銘 物 の 赤外線 曲線 の 違 で を 述べ , ムラ イト 及び ダイ アス ポア と 比較 
RR 


第 表 
Diaspore Mullite SD nt RA dA SIES Kyanite 
Mitsuishi 1300°C South South India 
Africa Africa 
d(A) I/I, d(A) I/I, d(A) I/I, TA Lyfe d(A) I/I, 
4.741 60 5.372 35 S00 Oa) 5.547 100 3.765 4 
3.987 100 4,250 25 3.418 98 4.526 55 8.692 4 
3.219 5 3.414 67 3.369 100 3.919 15 3.349 100 
2-596 35 3.370 85 DFAS TL 0) COZY 8.193% 4 
2.357 30 3.326 100 PAO AV eT (Oem We 4 Ol Te 25. 2.948 3 
2.317 40 1SVG™ 25. 3 2.418 15 8.349 25 2.701 3 
2.132 35 Deol 35 1 L200 10" | hg lhe) 251d AO 
2.079 70 2.543 50 DE “20. Deas e VY DAS sep 2 
gat GG D0, Bia, 1.896. 6 } 2.467 23 1,963 10 
1.633 35 2720 OO 12707 Ss 2.380 10 1.936 4 
1.608 15 21S we 1.681 10 DONE a wa IP A 
1.480 20 1.838 10 LSC va ae Toe kD L506" 2 
1.422 8 LeTOL. Wi 1,519" 10 pee oso mo 0) LeA77 a 
Si LO ipo oD SS § 1.386 40 1376 “4 
1.441 17 1,384 15 
ipazo | 10 
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実験 試料 中 に は 紅 柱 石 の 様 に 二 次 的 の 雲母 鉄 物 と 共生 する 場合 が あぁ る の で , FH 
Geigerflex で X 線 粉 末 廻 折 曲 線 を 求め , 他 の 録 物 の 混入 を さけ る こと に し た 。 この 3 う 3 
ち 最 も 純度 の 高い 試料 を 1 つ ず つ 選 ん で , 第 1 表 に 掲げ る 。 こ の 際 の 実験 条件 は 次 の 通 
り で あぁ ある 。 X 線 源 FeK ぁ 。 (フィ ルター Mn), 電圧 30kV, 電流 9mA, scale factor 
8, multiplier 1, time constant 4 秒 , rate 毎 分 1°, divergent slit 1°, scatter 
slit 1°, receiving slit 0.2mm GH4o DHE OMRMIICH BX さ れ た 結果 と 良く 一 
致し て いる 。 


3. 赤外線 吸収 曲線 


次 に 同じ 試料 を 用 いて 赤外線 吸収 曲線 を 作成 し た 。 BBE Perkin-Elmer 21 # 
複 光 束 自 記 式 赤外線 分 光 器 で , 実験 方 法 は KBr disk に よる 方 法 で ある 。 こ の 結果 を 第 
1 図 に 示す 。 

タダ イィ アス ポア AO -OH の 赤外線 吸収 曲線 に は OW に よる 大 き な 吸 収 が 3.5p KH 
U 5g 附近 に 表 わ れ て いる 。 次 に AIO の 吸収 曲線 は Me 乃至 Se 間 に 見 られ , これ を 
石英 の 吸収 曲線 *) と 比較 する と , 曲線 の 形 が よく 類似 し て いる 。 図 の う も 破線 で 示 し た 
も の は 石英 で ある 。 

ムラ イト の 吸収 曲線 3) は 破線 で 示し た 高温 型 斜 長石 の 吸収 曲線 に 類似 する に 対し , 
江 線 右 の 吸収 曲線 は 同様 破線 で 示し た 紅 柱 右 の 吸 収 曲線 2) に 類似 し て いる 。 従 つて 赤 外 
線 吸 収 曲線 に より 理 線 石 は ムラ イト か ら 容 易 に 区別 する こと が で きる 。 

紅 柱 右 の 吸収 曲線 と 藍 品 石 の それ は 互い に 類似 し て いる が , fd FER LSB SL C 
異な る 。 こ れ ら 両者 は 破線 で 示し た 横 要 石 の 吸収 曲線 *) と 傾向 が 似 て いる 。 

即ち ダイ アス ポア は 酸化 鉱物 で ある た め , 石英 に 似 た 吸収 曲線 を 示し , R74 bE 
族 或 は 角 関 石 族 と 同様 , SiO。 四 面体 が 鎖 状 構造 を 示す イノ 牧 酸 塩 に 属す る に 拘ら ず , 赤 
外線 吸収 は 高温 型 斜 長石 に 類似 し , 網状 構造 の テク ト 球 酸 塩 の 性 質 を 示す 。 
理 線 石 は SiO。』 四 面体 が 独立 し た ネ ソ 理 酸 老 で ある が , 赤外線 吸収 は 紅 柱 石 等 の サイ 
クロ 東 酸 塩 の 性 質 を 示す 。 こ の た め 容 易 に 斑 線 石 を ムラ イト か ら 区 別 す る こと が で きる 。 
紅 柱 石 と 藍 品 石 は 同様 ネ ソ 筐 酸 塩 の 概要 石 に 類似 し た 赤外線 吸収 を 示 To FEO CHEER 
石 を 紅 柱 石 及び 藍 品 石 と 区 別 す る こと る も, ROHRMM CHA CHS 

終り に 試料 の 一 部 を 寄贈 され た 品川 自 灯 瓦 株 式 会 社 技術 研究 所 に 謝意 を 表す る 。 
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ON SPHERULAR AGGREGATES OF ENSTATITE IN 
SERPENTINITE FROM KAWAI DISTRICT, 
KITAKAMI MOUNTAINLAND, JAPAN 


Hitoshi ONuKI 


Institute of Mineralogy, Petrology and Economic Geology, 
Tohoku University 


Abstract: Radially arranged spherules of enstatite are found in 
serpentinite from Michimata, Kawai district, Kitakami mountainland, 
northeastern Japan. Four samples of enstatite-bearing and their related 
rocks are chemically analysed. The optical properties, lattice constants 
obtained from X-ray powder diffraction data and chemical formula de- 
termined from the analysis of this enstatite are as follows: 

a=1.658, MAGA DN liar 

a=18.25A, b=8.83A, c=5.19A. 
(Nao.o2 Cao.o3 Feo.19 Fe’’’o.05 M8i.29 Mno.o1 Alo.o2) 2.02 (Alo.o9 St.91) 2.00 O6.00 
Some petrogenetic consideration of this mineral is discussed. 


INTRODUCTION 


In the Kawai district, central part of the Kitakami moun- 
tainland, northeastern Japan, some ultramafic bodies called Hayachine 
ultramafic complex are intruded along the Hayachine-Goyozan 
tectonic line. A small ultramafic body which is a member of the 
Hayachine complex, is exposed about 500m southwest of Michimata. 
This consists mainly of serpentinite and contains in some parts 
radially arranged spherular aggregates of enstatite. Though ensta- 
tite is one of common minerals in ultramafic rocks, such rosette- 
like aggregates of enstatite have never been reported. In the 
present paper description of these enstatite aggregates will be given. 

The writer wishes to express his thanks to professor Yoshinori 
Kawano for his kind guidance, to professor Keiichi Omori for his 
suggestion of X-ray works, and to professor Kenzo Yagi for critical 
reading of the manuscript and offering suggestions. Discussions 
from assistant professor Yoshio Ueda and Dr. Ken-ichiro Aoki are 
acknowledged. Thanks are due Choji Sato for his kind informa- 
tion on locality of this enstatite aggregates. 
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Figure 1. Geological map 
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1: rhyolite 2: quartz-porphyry 3: diorite 4: granodiorite 
(Tono body) 5: porphyrite 6: ultramafic and mafic plutonic 
rocks 7 : slate and sandstone 8 : chert 9 : green rocks 
(derived from mafic volcanics) 10 : fault 11 : locality of 


enstatite aggregates 


OCCURRENCE OF ENSTATITE AGGREGATES 


As shown in geological map, ultramafic rocks are concordantly 
intruded in green rocks derived from mafic volcanics, black slate 
and cherty rocks (Upper Permian)?). 

The ultramafic rocks from Michimata consist of serpentinite, 
serpentinized peridotite and hornblende pyroxenite, associated 
with saussuritized hornblende pyroxene gabbro and hornblende 
gabbro. 

Enstatite aggregates of porphyroblastic feature are embedded 
in compact, fine grained matrix of black or deep brown in color. 
Distribution of these enstatite-bearing rocks are limited to very 
small area. The marginal parts of the mass are finer grained than 
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the central portion. Enstatite aggregates usually form balls about 
2cm. to 3cm. in diameter, but larger or smaller are rather irregular 
in shape. Without exception enstatite crystals are partly or com- 
pletely replaced by serpentine mineral, and enstatite aggregates 
are suffered from intense weathering. 


PETROGRAPHY OF HOST ROCKS AND THEIR RELATED ROCKS 


In this paper the host rocks are briefly described as follows, 
and the petrology of Hayachine ultramafic complex as a whole will 
be given in another report. 

1) Saussuritized hornblende pyroxene gabbro (Specimen No. 
K-55) 

This rock is dark green in color and has medium grained, 
nonporphyritic texture. It is mainly composed of clinopyroxene, 
saussuritized plagioclase and pale green hornblende. Clinopyroxenes 
are prismatic, subhedral crystals up to 2mm. in length and partly 
serpentinized.. P= 1.689691, 2V,= 55°. Wo, Eng ee. 
Plagioclase crystals are completely saussuritized, and altered to fine 
grained clinozoisite, albite and chlorite. Pale green hornblendes 
are much less than pyroxenes. Besides, iron ore and chlorite are 
found. 

2) Hornblende pyroxenite (Specimen No. K-50) 

This specimen is dark green in color, and has hypidiomorphic 
granular texture. Main constituents are clinopyroxene and 
hornblende. Clinopyroxene is subhedral, prismatic crystals up 
to 5mm. in length and is partly replaced by pale green hornblende. 
B=1.684~1.687, 2V,=55°, Woy, Enas Fs,,. Hornblende crystals 
are subhedral to anhedral, ranging 1 mm. to 8mm. in length. Axial 
colors are X=colorless or very pale brown, Y=Z=pale brown or 
brown. y=1.668~1.670, 2V,=71°. Small amounts of pale green 
hornblende are present. Minor constituents are serpentine, carbonate 
and iron ores. 

3) Enstatite-bearing serpentine tale rock (Specimen No. Kei) 

This rock is whitish gray in color and is suffered intense 
steatization after serpentinization. It is mainly composed of talc 
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and serpentine. Talc is subhedral to anhedral, up to 3mm. in 
length. y=1.587, 2V=small. Serpentine crystals are subhedral 
to anhedral. Enstatite is partly or completely replaced by talc 
or serpentine. y=1.672, Fs,. Minor constituents are iron ores. 

4) Enstatite serpentinite (Specimen No. K-70) 

This specimen has many porphyroblastic radially arranged 
enstatite aggregates, and its matrix is black in color, compact and 
fine grained. Serpentine crystals are rounded, fine grained and 
colorless under microscope. y=1.574. Enstatite is euhedral to 
subhedral, up to 6mm. in length, and forms aggregates less than 
1.2cm. in diameter. They are partly or completely replaced by 
serpentine. Minor constituents are magnetite including chromite 
and iron dust. Rarely epidote and talc are present. 

Tabel 1 shows bulk composition of above mentioned four. 


Tabel 1. Chemical composition of enstatite-bearing 
and their related rocks 


| 1 2 | 3 4 
SiO, 46.32 45.10 52.66 41.95 
TOs 0.30 0.16 (tie 0.02 
Al, O; | 12.61 8.46 3.83 2.91 
Fes05 3.20 3.52 4.17 4.92 
FeO 5.48 6.16 2.33 2.04 
MnO 0.08 0.07 0.09 0.09 
MgO 10.52 13.72 31.37 34.55 
CaO 17.21 18.46 0.11 0.42 
Na,O 0.81 0.27 n.d. 0.03 
K,O 0.14 0.12 n.d. 0.01 
H,O+) 3.34 3.30 4.12 10.37 
H,O") 0.24 0.40 0.95 DTP 
P,O; 0.02 tr. tine tr. 
Total 10027 | 99.74 99.63 100.04 


Analyst, H. Onuki 
1. Saussuritized hornblende pyroxene gabbro (Specimen 
No. K-55) 
2. Hornblende pyroxenite (Specimen No. K-&0) 
3. Serpentine talc rock (Specimen No. K-71) 
4. Enstatite serpentinite (Specimen No’ K-70) 


ENSTATITE 


Enstatite in hand specimen and in thin section are shown in 
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Figure 2. Enstatite aggregate (hand specimen) x0. 8 


Figure 2, and 3. Figure 3. Enstatite aggregate 
In serpentinite many long (thin section) x60 
prismatic enstatite crystals are PDs 
radially arranged and _ form 
spherular aggregates. Micro- 
scopically, enstatite crystals are 
partly or completely replaced 
by serpentine along cracks, 
cleavages and margin in the 

crystals. 
The optical properties, 
X-ray powder diffraction data 


and chemical composition of 


FE‘ enstatite S: serpentine 


the enstatite are given below. 
A) Optical properties : a=1.658, y=1.671, y-a=0.013, 
2V,—=77°, dispersion r>v, pleochroism none, 
B) X-ray powder diffraction data 
X-ray powder diffraction patterns were taken with Geiger- 


flex using both copper K, and iron K, radiation. These results 
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given in Table 2, agree completely with the data of enstatite. 
Lattice constants are obtained as follows: The a and 6 
dimensions were measured by the peaks of (12.00) and (060). The 
. length of c was calculated by the peaks of (921) and (931) as well 


Table 2. X-ray powder diffraction data of enstatite 


A B 
2Q d(A) WAR hkl IVA d(A) 20 
14.0 6.33 3 210 
19.4 4.58 3 400 
20.0 4.44 6 020 
27.0 3.30 z 021 
420 
28.1 3.18 83 991 100 3.13 36.0 
29.4 3.04 3 600 
30.2 2.96 11 321 10 2.94 38.5 
31.0 2.88 100 610 72 2.86 39.6 
31.6 2.83 7 511 
33.0 PITA! Gf 421 5 2.70 42.0 
35.3 2.54 15 131 12 2.53 45.0 
35.9 2.50 7 202 
430 
36.3 2.47 11 521 12 2.46 46.4 
38.1 2.36 5 331 31 2.34 49.0 
39.5 2.28 5 800 3 | 50.6 
431 7 2.23 51.6 
42.9 a ' ff 630 
43.1 2.10 7 531 7 2.09 55.1 
721 
44.0 2.06 512 
820 
44,8 2.02 5 422 10 2.02 57-9 
45.6 1.989 10 440 5 1.998 58.0 
46.3 1.961 10 631 5 1952; 595 
640 
51.1 1.787 13 1010 12 1.783 65.3 
52.8 1.734 3 921 7 時 08 67.8 
58.1 1.588 5 931 5 1.589 751 
60.9 1.521 M7, 1200 22, 1.521 Gel! 
63.1 1.471 8 060 10 1.471 82.2 
ES a el ae ae ee eee 


A)Target:Cu, filter : Ni, ‘voltage : 30KV, current: 10mA, scanning 
speed : 1/min, chart speed : 2cm/min, scale factor : 8, time 
constant : 2sec, multiplier : 1, divergence slit : 1, scatter Sittacel, 
receiving silt : 0.2mm. 

B)Target : Fe, filter : Mn, voltage : 30KV, current: 8mA, 
scanning speed : 2/min, chart speed : 2cm/min, scale factor: 4, time 
constant : 8sec, mutiplier : 1, divergence slit : 4, scatter Sh 
receiving slit : 0.2mm. 
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as a and } which were already determined. Silicon was used as 
internal standard. These results are as follows. 

a=18.25,A, b =8.83,A, c =5.19,A. 
C) Chemical composition 

Chemical composition of this enstatite are shown under col- 
umns a and b in Table 3. The analysed sample under column a 
was purified by means of Frantz isodynamic separator only, but 
was not washed by water. The sample under column b, on the 
other hand, is purified by HCl and Na,CO,?) after separation by 
the isodynamic separator. 

In chemical composition under column a, the contents of H,O‘? 
is high. It is not primary, but probably related with weathering. 
Comparatively large amounts of Fe,O; in column a is also related to 
weathering. Therefore it seems that the value shown under column 
b gives the original composition of this enstatite. 

The atomic ratio calculated from this composition on _ the 
anhydrous basis O=6 is shown in Table 3. 

Molecular composition of enstatite estimated from the optical 
properties and lattice constants after Hess 3 diagram is compared 
with that calculated from chemical analysis in Table 4. 


Table 3. Chemial composition of enstatite 


Wt. % Atomic ratio 
a b b 

SiO 52.44 55.56 Si 1.913 

TiO, 0.09 0.09 0 087} LD 
OR 2. 45 2. 58 Al | 

Fe,O3 2. 48 1.86 { 0.018 

HOR 0.10 0.10 Ti 0.002 

FeO 3.15 3.52 Fe”’ 0.048 

MnO 0.16 0.17 (Ge 0.003 

MgO 33.13 34.96 Fe” 0.101 

CaO 0.79 0.81 Mn 0.005 / 2-016 
Na,O 0.22 0.24 Mg 1.791 

K,O 0.02 0.05 Ca 0.030 

H,O\) 1.92 0.13 Na 0.016 

H,0°-) 2. 58 0.09 K 0.002 

Total 99.53 100.13 O 6 .000 


Analyst, H. Onuki 
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Table 4. Comparison of enstatite composition from each properties 


Mg 1 
Fe’+Fe”+Mg+Mn_ < 100 

Optical == 167 95 

properties IN 277 93 

Tatts a= 18.25,A 89 

b= 8.83,A 92 

constants c= 5.19,A 91 
Chemical 

analysis 0 3% 


DISCUSSION 


Three main ultramafic bodies of Hayachine, Miyamori, and 
Tagotsu in the Kitakami mountainland have been studied by many 
petrologists, but occurrence of such radially arranged enstatite 
aggregates has never been noticed. J. H. L. Vogt*) gave a short 
description on similar enstatite aggregates from Esjehorman near 
Naeso in northern Norway. In this case large enstatite aggregates 
are embedded in matrix composed of small olivine and enstatite 
grains and the enstatite-bearing rocks are a local facies of peridotite 
according to Vogt. The matrix of enstatite-bearing rocks under 
consideration form Michimata is now composed of serpentine minerals 
which might have been formed from fine grains of olivine. They are 
probably more restricted local phenomena than Norwegian ex- 
ample. It is supposed that enstatite aggregates of two localities 
have the same genetical condition. 

Commonly enstatite in ultramafic rocks, if it is crystallized as 
larger crystals than olivine, does not form such radial aggregate 
but single isolated crystals. Enstatite aggregates are very rare in 
ultramafic and other igneous rocks. In this connection it is interest 
that Dr. Masons) of the American Museum of National History 
mentioned that these radial aggregates of enstatite have the closest 
similarity among the terrestrial rocks to the enstatite condule in 
the stony meteorites. In thier appearance they are very similar 
to the anthophyllite aggregates in thermal metamorphic rocks 


os 
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from Tono contact® aureole and Nissho Mine”). It is certain that 
various rocks to the west of Michimata have suffered from very 
low grade thermal metamorphism, but this metamorphic grade is 
supposed not to be high as to produce enstatite. If there were 
small cupola around there, it could give rise such high grade ther- 
mal metamorphism. Judging from the geology of this area, however, 
this is not the case. There is little evidence that the enstatite- 
bearing rocks are the xenolith in the ultramafic magma. 

Therefore writer is provisionally lead to the conclusion that 
enstatite aggregates are products at magmatic stage under very 
special condition, although the possibility of the metamorphic 


origin can not be completely excluded. 
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(摘要 ) ALLEL) FH O RASH OKIE RRES 大 # ie 


JES, SUSE DART ZRMIEOS &, RAL OWA cE 
柱状 結晶 が 放射 状 に 集合 し て BR & 7 LC BURG & BLL Peo ILO BUR 
に つい て 年 岩 の 化学 組成 と 共に , 化学 組成 , X 線 粉末 回 折 値 その 他 を 調べ た 。 又 そ 
の 成因 に つい て も 少し ふれ た 。 
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鉱物 学 及 び 結 晶 学 
8542, 深 色 法 に よる 炭酸 塩 鉱 物 の 識別 
Friedman, G.M. 
トッ EN 
を 染色 法 に よ ょ つて 識別 する 方 法 は 古く か 
ら 多 数 試み ぁ ゥ られ て いる 。 著者 は これ ら の 
諸 方 法 を 再 検討 し , SR OBER 
色 さ れる 方 法 を 提案 し て いる 。 その 一 つ 
は 上 記 の 三 銘 物 の 他 マ グ ネ サイ ト , Mg- 
Tifa, A, BAEe Bilt FES, 
alizarine red S 法 と Feigls 液 (MnSO, 
+AgzSO』) 法 を 併用 し た も の で , IDA 
色 液 の 液 性 , 温度 を 適当 に 加減 し て 組合 
せる こと に より 上 記 諸 鉄 物 を 順次 識別 で 
きる こと を 表示 し て いる 。 又 同様 に titan 
yellow, hematoxylin 液 を 組合 せる こ 
と に よ つ て る も 識別 で きる 。 RM, ドロ マイ 
ト , マグ ネ サ イト を 染色 する 有機 色素 約 
20 種 を 見 出し 表示 し て いる 。 TR 
色 せ ず , ドロ マイ ト 及 び マ グ ネ サイ ト の 
み を 染色 する た め に は 染色 液 を アル カリ 
性 に し て 行う 必要 が ある 。 最後 に 炭酸 塩 
の 個々 の 染色 法 , 染色 液 の 説明 が 加え ら 
CS (Jour. Sed. Petr:, 29, 87 
~97, 1959) [長谷 川 〕 


8543, Pseudobrookite 系 の 新 鉱物 
Kennedyite Knorring, O., Cox, K. 
G. 

南 阿 南 uー デ シャ の 南東 部 Mate Hills 
は Karroo 火山 岩 類 と 呼ば れる HAZ 
富む 噴出 岩 , 導 入 岩 に よ つ て 構成 され て 
いる 。 2O5 SA, Bahia, 72 
カリ 長石 か ら 成 る 岩 右 中 に 長 さ 2mm FZ 
度 の 板 状 , 柱状 の 黒色 讐 物 が み ら れ る 。 
これ は 普通 の 薄 片 で は 不透明 で ある が , 


極 く 薄い 部 分 は 濃 福 色 を 時 し , 叉 反射 頭 
懲 鏡 下 で は 多 色 性 は 示さ ず , 異 方 性 が 確 
め ら れる 。 Isodynamic separator Gat 
料 を 精選 し , 化学 分 析 を 行 つ た と ころ , 
TiO, 60.33, Al,O, 2.15, Fe,O, 28.77, 
Cr,0, 0.37, FeO 2.00, MnO 0.07 
MgO 6.45, CaO tr, 計 100.149 の 結 
FRASGE 5 TUG Fe。MgTi。Oj。 の 化学 式 に 
相当 し て いる 。 これ は Ppseudobrookite 
系 Fe,TiO;~ Mg。TiO。 の 中 間 成 分 , 即ち 
Fe,Ti,0O;)® Fe Fe が Mg Ti で 置換 され 
た 成分 に 一 致し て いる 。 X 線 的 に d 4.88, 
3.485, 2.743 等 に 強い 廻 折線 が み ら れ 
a=9.77, b=9.95, c=3.73 A の 和 格子 恒 数 
が 得 ら れ pseudobrookite と 同一 構造 を 
も つこ と が 確 め られ た 。 鉄 物 名 は 英国 
Leeds 大 学 の W.Q. Kennedy 教授 こ 因 
ん で 名 付け られ た 。 (Min. Mag., 32, 
676~681, 1961) 


[長谷 川 ] 


8544, Utah, South Ouray 産 の 新 
人 鉱物 Neighborite Chao, E. C. T,, 
Eva WS Kinh en ek, I, 
Milton, C. 

Utah, Uintah County, South Ouray 
の 潤 新 志 の Green River formation の 
白雲 央 質 油 頁岩 の 中 か 5 新 鉱 物 neigh- 
borite, NaMgF, が 発見 され だ 。 これ 
ABA BRIER DN, HEAD AIR 
を 帯び た 0.1~0.5mm の HMCHY, 
ガラ ス 状 光沢 を 示し , 硬度 4.5, 水 に 不 
深 で ある 。 比 重 は 3.08, 光学 的 に は 非常 
に 副 い 複 屈折 を 示し , 屈折 率 は 1.364, 
複雑 な 双 品 を な す 。 こ の 鉄 物 は perovs- 
kite, CaTiO。 と 同一 構造 を 有 し , AG 
唱 系 で 空間 群 は Pemn, a=5.363A, 


p18 i 7B GD Gh OR AS BS 


b=7.676, c=5.503, (Am. Min., 46, 
379~393, 1961) HAI 


8545, California, Crestmore の 
aluminian ludwigite Schaller, W. 
Dee Viisidis mane. 

California, Crestmore の 石灰 岩 か ら 
得 ら れ た 。 aluminian ludwigite の 化 
学 組 成 は 次 の 通り : B20。18.15, MgO 
40.67, FeO 5.60, MnO 0.02, Al,O; 
10.97, Fe,O, 22.59, TiO, 1:50, SnO, 
0.24, H,O—0.07, H,O+0.05, insolu- 
ble 0.48, total 100.3496. 比重 は 3.64 
ほぼ Mg, (Fet®, Al) BO30, の 化学 式 
で 示さ れる 。 この 鉱物 は ludwigite 
(Mg>Fe*?) -vonsenite (Fet?>Mg) 系 
烈 の 今 迄 分 析 さ れ た も の で は 最も Al,O3 
が 多い 。(Am. Min., 46, 335~339, 
1961) (HAD 


8546, BEAM, T/L スー タイ ト , 
バー ケ ピ カイ ト の 2, 3 の 問題 Wilkin- 
So 

酸化 角 関 石 ,) ケル スー タイ ト 及 び バ ー 
ケ ビ カ イト の 化学 組成 , 光学 性 質 及 び 産 
状 に つい て 老 察 し て いる 。 ケル スー タイ 
ト は 一般に BRIEFED 変種 (多量 の 
TiO, BG) &BASNTOSM, L 
(ELIE FegO3/FeO 上 比 が 低く , BRIEFS 
石 と は 区 別 さ れる べき も の で ある 。 ケル 
Ra Aer A ts. Geos 
HVA PR SHA PROM CGH 
DTIEBCES FUKA-—F4 PEM 
デー デ ケ ビ カ イ ト に は | 不 飽和 な アル カリ 府中 に 
産 す る 褐色 種 の Ca 角 図 石 で あり , 前 者 
より る も 後者 が Fet?/Mg 比 が 高く , Mg 
<2 (原子 比 ) で ある 。 ケ ルス ー タ イト トド は 
一 般 に 方 沸 石 を 含む 岩石 や 十 石 を 含む 共 
性 岩 に 産 し (抄録 者 詩 : 日 本 及び その 近 
傍 産 の も の は そう で な いも の が 殆 ん ど で 

る ) 有 一 方 バケ ビ カ イド は Ape 


岩 に 特徴 的 に 産 し , マグ マ 中 に 鉄 が 渡 集 
し た 比較 的 揮発 成分 の 低い と ころ に 生成 
され る 鉄 の 多い BANAT HS. (Am. 
Min., 46, 340~354, 1961) (4A) 
8547, チモール 島 の 変成 帯 に お ける A 
長石 の 組成 分 布 Waard, de D. 

バリ スカ ン 造 山 に 属す る , 同島 Usu 山 
地 の , 中 度 almandine-amphibolite #4 
に 到 る まで の 結晶 片岩 類 に 含ま れる AR 
AD An% &, URF-YVCRELTEA 
成 度 と 比較 し た 。 一 般 に An% は 変成 度 

と 共に 増大 する が , 源 岩 が 塩基 性 の も の 
と 尊 土質 の も の と で は , 最大 が それ ぞ れ 
ANg, & Angy CHD, Ano-~5 で は 両者 
に 頻度 の 差 は な い が , AMgg~35 で は 後者 
お いて Anss 以上 まで は 前 者 に あい で 
EAN CHS. 一 方 両者 を 通じ て Ans5~29 
AUC LW RRA Sa, FER 
し て お り Ca の 供給 源 と し て の リョ クレ 
ン 石 が 常に 伴 つ て いる こと か ら , 説明 は 
困難 視 さ れ て いる が , これ が いわ ゆる 
peristerite 間際 に 一 致す る こと に は ょ ふ 
れ ら れ て いな い 。 な お Anl10% の 等 成 
分 線 を 緑色 片岩 相 の 上 限 に 用 いる こと を 
提唱 し て いる 。 (Am. Jour. Sci., 257, 
553~562, 1959) (a) 
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8548, HRA TOK 
Tuttle, O. F. 
HEE DAO SAEED 及ぼ す 影 
ED 5, HORA CLEARS 容易 に 
起 る と 推定 され る 。 (El GCA Bid 水 蒸 
気 の 存在 下 4000 ベー ル で は 660°C で 
SRNL RAD So WLIW 4wt% の HF 
を 含む と すれ に ば, TERE O RAEI 
590°C に 下がる 。 1000 バー ル で は CaO- 
CO。-H20 系 の 液 相 線 の 最低 温度 は 
675°C で あぁ あり, 4000 バー ル で は 640°C 


Bi Wyllie, P. J., 


> 


a #19 


で ある 。 MgO を 加え る と 1000 バー ル 
で ば 625°C まで 降下 ずる 。 30°C/km と 
いう 値 が 地 向 斜 で の 地熱 色 配 と し て 妥当 
で ある な ら , 叉 深度 に 拘ら ず 一 定 で ある 
な ら , MRS 20km ( 約 5000 バ ー ル の 圧力 ) 
SG 620°C 2773. 

SZ OHMMABAOMMIATERE, A 
a RR CRHSNSZ. 実験 の 結果 は 
この 様 な 岩石 が 深き 20km の 所 で 部 分 的 
に 妖 融 さ れる だ ろう と いう 事 を 示し て い 
So CHOBE RAOI(CFMM, Hic 
FEBVADRACROTKHS. 出来 た 液 
体 は 組成 で は (ER AAR Em Be 
で あつ て , これ に 色々 な 条件 が 加わ つて 
去 武 岩 質 液 体 と な る こと る も 可能 で ある 。 
そし て これ ら の 液体 は , 常に 地殻 の 厚い 
地 向 斜 域 の , 20km 以上 の 深 所 に 存在 す 
る られ る oo (2lst Int. Geol. 
Cong.Norden, Part 18, 227~235, 
1960) [千葉 ] 


8549, New Zealand 北島 の 安 山 
## Clark, R. H. 

Tongariro Eick — tr OKBA OK 
PILAR EGCRUE CHS. これ 
ら の 再 分 の 問題 に つい て 議論 し , BERD 
組成 を も と と し た 分 類 を 行 な つ て いる 。 
これ ら の 安山岩 の 成因 を 考察 する に は 
Taupo, Rotorua 地方 の 同一 系 統 の 火 
出 岩 類 に つい て 観察 する こと が 重要 で あ 
る 。 これ ら の 地方 の イグ ニン ブラ イト , 
Ris, 玄武 岩 と 問題 の 安山岩 と の 間 に 
は 密接 な 関係 が あぁ ある. 大 量 の 酸性 岩 
(2000 ;rAM) は 玄武 岩 の 分 別 唱 出 作用 
に よっ つて 酸性 及び 中 性 の 岩石 が 生ずる と 
は 考え られ な い 。 地殻 の 異 つ た layer 
の 類 融 に よ つ て 酸性 及び 基 性 の マグ ゲ グマ が 
生じ た 。 イ グ ニ ン ブラ イト は 特殊 な 構造 
地帯 で マゲ マ の 急激 な 圧力 減少 に より Me 
| 出し た も の で ある 。 安山岩 は 分 別 し た KE 


武内 マ グマ が 加熱 され た シア ル を 同化 し 
て 生じ た も の で , SHORE & HAS 
含む 基 性 究 山 岩 は 噴火 前 に マグ マ 光 り 中 
で , 沈ん だ 鉄 苦 土 鉄 物 の 集積 に よっ つて 形 
成 さ れ た も の で ある 。 (21st Int. Cong., 
part 13, 123~131, 1960) [#A) 


8550, 唱 出 温度 指示 鉱物 と し て の 霞 石 
Hamilton, DD. LL 
NaAISi0O,-KAISiO,-SiO,-H,O 系 の 
EEA ERAIKD 772°, 700°, 500°C, 圧力 
5,000~15,000 psi 下 に お ける 範囲 を 決 
定 し た 。 天然 の 雷 石 と 共存 する 長石 は , 
サ ニ ィ ディ ンー アノ ー ソ クレ ー ズ スズ , ER 
BROT VAL PERATUIVID 3 
グル ー プ が あり , BAOD(CAM Me Li 
の 平衡 図 に 点 示 する と その 品 出 温度 を FE 
定 す る こと が で きる 。 深成岩 (BAR 
B27 ze) の 温度 降下 に よ つ て マグ マ と 
平衡 に ある 圭 石 は 次 の 2 つの 方 法 で 組成 
変化 が 起 る 。 1) Na/K 比 の 変化 , 2) 
Si/Al 比 の 変化 , Si の Al に よる 軟 換 。 
後 マ グマ 期 で は Na と K の 原子 の み が 
移動 し , これ ら は 霞 石 の Na : K が 3:1 
Vit BPRIC MEET SRO アル カリ 原 
子 で 置換 され る と 考え られ So (Jour. 
Geol., 69, 321~329, 1961) [青木 〕 


8551, Ontario, Haliburton-Ban- 
croft ##HOSGZzAE Tilley, C. E., 
Gittins, J. 

Canada, Ontario の Haliburton 
Country (2 PEMD Abie SAD 
AVbRHS. COBAIN? AR 
HIRE EOC So LORBHED 成 
因 に つい て Gummer と Burr (1943, 
1946) は 花 賠 岩 か ら の Na と Al に 富む 
落 液 に より 霞 石 化 作 用 (広域 変成 作用 ) 
VEDCECISCE UL COW Do BAS 
の 地帯 の hypersolvus nepheline- 


syenite, theralite, thsralitic cana- 


$520 mB RD KR A ab 


dite DES(CAM RL BA, S-¥4 TR 
U RST DIGIT EIT 7 O%z0 ノル 
2% Ne-Ks-Or-Ab 図 に 点 示 する と い 
づれ も この 系 の BARA AAU CD, 
また 鉱物 の 組成 , 組合 せ 及 び 野外 調査 か 
ら こ れ ら の 岩 右 の 成因 は 交代 作用 の 説 を 
RIEL, マグ マ 起 源 の も の と し て いる 
(Jour. Petrology, 2, 38~48, 
1951) [青木 〕 


8552, Ontario, Haliburton- 
Bancroft 地域 の 喜 石 化 作 用 Gittins, J. 
Canada, Ontario, Haliburton- 
Bancroft thimO SAH RT OLA 
査 と 化学 分 析 を 行 な つ た 。 この 地域 に は 
赴 石 を 含む 火成岩 も ある (抄録 8551), 
LOH RRAVCLRD 2 種 が ある 。1) 広域 
変成 を 受け た 変質 (BAC) SB, 2) 広域 
変成 作用 を Seid 72k ea, Glamorgan 
と Monmouth towaship OFA(tL 7 
スカ ルン 及び 大 理 石 の 記述 を 行ない , Fe 
(BAILED GAC ER EE 
CoH Gummer } Burr (LID 
岩 は 花 賠 岩 質 マ グマ の BAEC LOT 
維 片 麻央 か ら 生 成 さ れ た と 結論 し て いる 
DS, BALIN & BEL, Bar Si, 
Al, Fe, Na, K 23208 (EF AOR US 
加 さ れ て 生成 され た も の で あり , 変質 を 
あぁ あたえ た の は 吉 石 成分 を 含む 様 な マグ マ 
で あぁ あり, また この 地域 の 含 直 ペグ マタ イィ 
ト は 変質 起源 で は な く 大 成 起源 で ある と 
LTwS4o (Jour. Geol., 69, 291~ 
308, 1961) CHA] 


8553, ARYVADHERDLERD 
Hamilton, W. 

Bushveld, Wichita, Sudbury 及び 
Duluth ロロ ポリ ス は いづ れる も 先 カン プリ 
ア 末 期 に 貫入 し た 塩基 性 及び 酸性 マグ マ 
に よっ つて 形成 され た complex で ある 。 
これ ら の ロ ポ リス の 酸性 分 化 生成 物 は グ 


ラフ ノ ファイ アー 花 賠 岩間 HRES CH 
Bo この 酸性 分 化 生 成 物 は 造山 帯 の カル 
7. FTuVAVBRORMEBIC LLCT 
カリ と 全 鉄 が が 多く, CaO & Al,O; WA 
な く , 成因 的 に も 全く 異な つた も の と 坪 
えら れる 。 BRCM L RKRay 7 yx 
WARE LT TIBY CHeTnis 10~ 
15% の 酸性 マグ マ を 生ずる か ら , Lad 
の ロ ポ リズ ス の ギャップ に 発達 し た BES 
類 は 品 出 分 化 作 用 に よ つ て 生成 され た る も 
の で ある 。 (21st Geol. Cong., Part 13, 
59~57, 1980) (HAI 


8554, Scotland, 西部 Perthshire, 
Ben More-Am-Binnein #704 
中 に 於 ける 菌 長石 変 斑 唱 の 成因 Jones, 
K. A. 

Scotland, Co. Antrim か ら Perth- 
shire に 連 つ て 細長 く 帯 状 に 分 布 す る 大 
AO Rivne 再 結 品 に よる 大 き な 旨 長石 
(時 に 径 23mm 以上 ) DO AEG e HO 
片岩 が 産出 する 。 COWRA BEES 
Ben Ledi Grit group は 高度 に 変形 し 
た 変 硬 砂岩 , 変 泥 岩 よ り 成 り , FRAO 
変 班 品 は 白色 雲母 や 緑 泥 石 の 様 な 片 状 鉱 
WERROTU YAR, RisteREA LT 
PETS. WRAP Bia, REA, 
ASrERDe lL, 時 に 少量 の 黒雲 母 
Sto, mie, Doe, BAA, 
ヂ ル コン , kA, FY VBS, 磁 鉄 鉱 
を 含む ・ 草 長石 は 岩石 の 309% WEES 
め , その 組成 は 極め て 一 定 で (Ang-¢), 
 0.12~2.0mm, 平均 0.4mm の 大 さき さ 
を な す 。 変 斑 品 曹長 石 の 成因 に 就 い て は 
ROM < SODMABIEAS ALN Zo a) 
草 長 石 に 必要 な Na は 泥岩 中 に も と も と 
BEN COR. b) Na は 長石 質 硬 砂岩 よ 
り 導 入 さ れ , 変成 作用 中 に 泥岩 中 に 導 か 
れ た <。c) Na は 大 規模 な 交代 作用 に ょ っ つて 
外部 か ら 導 入 さ れ た 。 LEO RED th 


Sk $21 


著者 は c) を 支持 し て いる 。 (Geol. 
Mag., 98, 41~54, 1931) CHER) 


8555, Norway, Nordfjord @ Selje 
及び Aheim #A(CRIt SE RO 
藍 晶 石 の 成因 Lappin, M. A. 

#413 Selje 及び Aheim HHO 2G 
を 研究 中 多数 の BRAWN eG & LHL 
た 。 FERIA RRS PIC vy AARC PE 
L, 或 る 構造 線 に 沿 つ て 集中 し て いる zs。 
之 の 梓 関 岸 は 次 の 如く , 特徴 的 な 鉱物 組 
合せ を 持つ 。 石英 一 藍 品 石 一 柄 格 石 一 単 
Sie, BEB A HAHA, fhe 
AMAA, ha —-BAHA-AD 
輝石 , 

2 LGIALRIORIA AOD L v AKO 部 
分 の み に 生 ずる の が 特徴 で , 大 きき さ ユー 
1.5cm OFGHBA EES o Ries 
は 石英 と 共生 し , kDREEOAD HA 
POPS ali Shaha4e dunite 中 に は 見 ら 
Niko EMAC AAD 5% 以上 を 
占め る も の が あり , AL THD THY 
5 ¢¢e0 lath 又は 青色 自 形 の 長 さ 8mm 
IMLEO lath と し て 生じ て いる 。 Ban 
は 変質 作用 を 受け , 後退 変質 作用 の 初期 
に 鋼 玉 一 灰 草 長石 の 反応 縁 を 生じ た 。 HA 
関 岩 が 角 関 岩 化 作用 を 受け つ ゝ ある 間 に 
20 Rites ABOMRASNAD—K 
的 造 品 の 斜 長石 に よ つ て BRE SN Ro 
8 WRBEBRE REP OAC, th 
BABS ECE OM EUR bOT 
D5. BORG Leal NaC 
BSZMAGKME BDH SZ. (Norsk 
Geologisk Tidsskrift, 40, 289~295, 
19€0) [植田 〕 


8556, Oslo, Gjelleré&sen の 接触 変 
PUSHER CIA SMBRAO X ROTA 
RO SV «N's 

Oslo #¢#$ 10km 東方 の Gjellerasen 


地方 に は Precambrian DR 


&< Permian の nordmarkite (石英 内 
長 岩 の 一 種 ) と が 分 布 し て いる 。 ZOE 
AS CRBS 66 Nie MBAR 
て 線 粉末 法 を 用 いて 研究 し , その 
triclinicity を 測定 し た 。 導入 岩 か ら Be 
い 人 母 岩 の 加 量 長石 は 性 質 が 三 斜 唱 系 で あ 
る が , 接触 部 に 近く な る 程 典 型 的 に その 
disordering が 増加 す Zo ZO 転移 は 
Precambrian の 片 麻 岩 に 対す る 孝太 岩 
DS RAO REC 起因 する も の で ある 。 
加里 長石 の triclinicity factor の 値 は 
接触 部 に 近 づ ぐ に つれ て 減少 し , その 
disorder の 増加 率 は 接 鯖 部 か ら の 熱 の 伝 
達 に 関係 し て 大 きく な る 。 接触 部 に 於 け 
る 加里 長石 の 131, 131 対 線 は その 問 隔 
が 狭く , PSRAORLYEE CH SM, 
接触 部 か ら 達 い 個 所 の も の で は 」 COM 
線 の 巾 が 広く な り , BORRAD BNL < 
な る か 又は 認め られ な い 。 (Norsk 
Geologisk Tidsskrift, 40, 1~12, 
1960) [植田 


8557, Hii; Quebec Obeiialctt 5 
高温 酸性 冊 Olsen, E. J. 

高度 に 蛇 引 岩 化 され た アル プス 型 概要 
pine meet Ne 
EVV AIICEOTW So Quebec "の 
Hive Asbestos に 於 け Bite MII EOSSL 
Uf aS HP VL HS れる 酸性 岩 を 研究 
た 結果 は , それ ら が 交代 的 に 変化 し た 斑 
WOPBLLEML TS. CMbts 
まず 黒 圭三 ソシュール 石 の 組合 せ に , F 
に は BARA RA Ra 
に 変化 する 。 LOBILO ME Hie LO 
様相 に 支配 され る 。 著者 は 上 の 組合 せ が 
角 関 岩 相 に 属す る むし ろ 高 温 の 変化 で あ 
の goin 
EPA ERL CWSI LOE 
VER aGus Dio UGS DEBE pie 
まず 現在 の 位置 より Refs 岩 相 に 相応 
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LeEBAICHAL, HeRCE(L CSE 
の 変化 が 行わ れ , 完全 に 熱 を 失わ な いう 
ち に ひき つづ き 現 在 の 位置 に 上昇 し た と 
述べ て いる 。 化学 的 な 研究 か ら 蛇 紅 岩 化 
の 間 に 標 林 岩 より 導 か れ た 化学 成分 が BE 


wee), 酸性 岩 を 生成 し た こと を 


RU TWwSo (Am. Jour. Sci., 259, 
329~347, 1961) (KE) 


8558, Palisades sill の 絶対 年 代 
Hiekson,) GK ulp eaje les 
New York., Hudson yaymbicMuyy 
る Palisades sill jx/8X 1000ft DBA 
WCBS 7 ED sill CH), 上 部 
iitlassioulern MWyerccal Go ome 
の sill の 上 部 接触 帯 か ら 数 ft LAD 
冷 去 武 岩 相 に 0.2~1mm OXX XO 
雲母 の 濃 集 し た 部 分 が あり , これ を 分 離 
L KA CE 絶対 年 代 を WEL 
た 。 そ の 結果 は 190+5m.y. で 地質 層 
序 か ら 推 定 し た も の と 一 致す る 。 ま た 
Sill の 各部 分 の 岩石 及び 下部 接触 帯 の ホ 
ルン フェ ルス の K*-A*? 年 代 測 定 も る 行 
な つた , 急冷 相 及 び 細 粒 部 は 殆 ん ど 全 部 , 
中 粗 ~ 粗 殺 部 は ~8596 の A の 保存 度 
を 示し た 。 こ の 保存 度 は texture よ り 
% GRA CERT So pee eer tk 細 
料 岩 より も 2 次 的 変質 が 著しい 。 下部 接 
MHF OD RVY 72 VR ee は 
193m.y. ML, Onl <7FTRBA 
し た 時 , €O0 ic koe AM を 失 な 
い , それ 以後 の radiogeneticA40 を 
殆 ん ど 完 全 に 保存 し て いる こと を 示し て 
So (Bull. Geol. Soc. Am., 72, 
649 ~652, 1961) CHAI 


8559, 南極 大 陸 Budd 海峡 Windmill 
BEBHO 年 代 Cameron, R. L., 

Goldich, S. S., Hoffman, Jie Ets 
Windmill 島 は 南極 大 陸 Vincennes 


湾 の 東側 に あぁ る Budd 海 早 に 沿う 島 で , 
JARS, FE. ATT74 TRE 
ミグ マタ イト か ら 成 り , 南部 は 導入 火 成 
岩 類 よ り 成 る 。 

A40/K40 法 に より 片 麻 岩 及び 石英 隊 緑 
岩 の 年 代 測 定 を 行 つ た 結果 950 ~1120 x 
10° 年 の 値 を 得 た 。 之 の 値 は Sr8?/Rb8? 
法 に よる 片 麻央 か ら 得 た 年 代 値 と よく 一 
致し た 。Windmill 島 に 於 ける 造山 作用 
DRA UAE VE AD RAS 北ア メ 
リカ 東部 の Grenvile 造山 期 に 対比 され 
Zo 南極 大陸 Ross HHO McMurdo 
Sound 地域 か ら 得 られ た 試料 に よる 年 
代 値 は 約 500x108 年 で , 東部 南極 大 陸 
に は 少く と る も BO 造山 期 が ぁ つ た 。 
(Stockholm Contributionsin Geology, 
6, 1~6, 1960) CER) 


金属 鉱床 学 


ヘー 


8560, Fe-As-S 系 の 相関 係 及 び 応 用 
Clark, L. A. 

自然 の Fe-As-S AML, 著者 が 合 
成 し た 鉄 物 と を 比較 し な が ら , SRRAE 
せ の P-T 条件 を 検討 し た 。 特に 黄 鉄鉱 , 
硫 砥 鉄鉱 , 太 鉄 鉱 , 磁 硫 鉄 鉄 の 相関 係 に 
重点 を お いて いる 他 , 硫 克 鉄 鉄 の 硫黄 と 
克 素 と の 比 の 変化 , PAR LS LOM 
沙 関 係 に つい て ふれ て いる 。 合成 実験 の 
原料 は , Fe, As, S, 及び FeS。, Fe,_,S, 
FeAsS で これ ら を 種々 組合 せ て , ガラ 
ス 容 器 , 或いは 人 金 の 容器 に 封入 し て , 数 
時 間 か ら 300 日 以上 に Hoc Hes 
た 。 如 熟 温度 は 400~800°C まで で あ 


る 。 そ の 結果 に 依る と , HGRGK L AGRO 
と が 共存 する 狼 に は 491°C 以下 で ある 
こと , 同じ く 硫 硫 鉄 鉄 の 上 限 は 702°C で 
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ある こと が 決定 され た 。 次 の 平衡 閣 係 が 

ある 。 (L 及び V は 液体 及び 蒸気 成分 ) 

黄 鉄 鉄 十 硫 和 鉄 鈴 ニニ ーー 、 磁 硫 鉄 鉄 + 
> 


L+V, peatekart mise ーー ニー ° pra ee 


702° +3°C 


+L+V, BeAkok <—— 磁 硫 鉄鉱 + 


ALGREK+ LAV, 又 圧 力 を 加味 し た 場合 に 
は , これ ら の 温度 は 多 小 高く な る 。 実験 
VEAL 2070bar で は 黄 鉄 鉱 + 硫 砥 鉄 


528° +10°C 


Ko ーー RBG +L+V CHO 


た 。 これ ら の 関係 か ら , Fe-As-S KO 
鉱物 が , 地質 温度 計 と し て 役立つ こと を 
Taal L CW So 化学 分 析 及 び X 線 回 折 に 
LOC, PAKS ORE L TEROLER 
び 格 子 面 間隔 を 測定 し て 検討 し た 。 
600°C 以上 で 合成 し た 硫 克 鉄 鉄 の 組成 は 
Fe As, 」So.。 で あり , 理想 的 な FeAsS 
に 比 し て , 硫黄 分 の 多い も の は 低温 高圧 
で 安定 で , 格子 面 間 隔 る も それ に 比例 し て 
小さ く な る 。 天然 の 硫 克 鉄鉱 の 大 部 分 は 
硫黄 分 が 多く な つて いる 。 又 金 の 容器 で 
加 圧 実験 し た 場合 ) 600~700°C で は 金 
DPR ICAI 拡散 する こと か ら , 
天然 で し ば し ば 見 られ る 金 と FERKO 
共生 の 現 祭 を 説明 し て いる 。 (Econ. 
Geol. 55, 1345~1381, 1631~1652, 


1960) [梅原 〕 


8561. Illinois, Cave-in-Rock & 
石 鉱床 の 液体 包 有 物 に よる 鉱 化 温 度 
Freas, D. H. 

当地 区 の Deardorff 鉱山 産 及び Vic- 
tory $k POUMA, 隊 和 亜鉛 鉄 及び 石英 
OWT, 各 鉄 物 に 含ま れる 液体 各 有 物 
を 加熱 し て 行き 液体 包 有 4 物 中 の 気泡 の 消 
失 温 度 を 測定 し た 。 MK OMRRIS Pin 
で か つっ 比較 的 漢 い 所 で 生成 され た の で 圧 
力 補 正 が 簡単 で ある 。 叉 , BHSSWIs 
半 遂 明 の 讐 物 を 産 す る の で , 液体 包 有 物 


の 研究 か ら 次 の 様 な 結論 が 出せ る 。 
液体 包 有 物 に は , 一 次 包 有 物 と 二 次 包 
有 4 物 と が あぁ あり, 二 次 包 有 物 の 方 が 気泡 の 
消失 温度 が 高い 。 一 次 包 有 物 に は , 水 に 
富ん だ も の と 石油 に 富ん だ も の と が あり 
石油 に 富ん だ も の の 方 が 低い 気泡 の 消失 
則 度 を 示す 。 石 油 を 含む も の に つい て は , 
圧力 補正 の 研究 が 確立 され て いな い の 
で , 地質 温度 計 と し て 使え な い 。 結局 地 
質 温 度 計 と し て 使え る も の は 液体 包 有 有 物 
の うち で , 水 に 宮 む も の で か つ 一 次 包 有 有 
物 の 気泡 の 消失 温度 が 測定 出来 る ゃ の に 
限ら れる 。 圧力 補正 を +13°C と 見 れ ば 
讐 物 の 生成 温度 は , 94°~142°C で ある 。 
MBE 123~142°C で , 関 亜 鉛 鉄 及び 
石英 は 94~118°C で 生成 され た 。 この 
温度 の ば ぼ ばらつき は , 一 つの 根源 か ら の 二 
度 の 熟 水 深 液 の 上 昇 に よる も の と 考え ら 
れる 。 (Econ. Geol., 56, 542~556, 
1961) CEEF 


8562, 生物 源 硫化 鉱物 Baas Becking, 
IG. ME Moores. 
VORA D MA & SRST SBR 常 
に 化学 的 , 生物 的 条件 が 重要 視 さ れる が 
然し 系 統 的 な 鉄 石 鉱物 の biosynthesis 
の 研究 は 余り 進ん で いな い の で 今回 
biological method に よる 硫化 鉱物 の 
AMER EFF Ofz 0 Covellite, digenite, 
argentite, sphalerite, galena 等 は そ 
れ ぞ れ Cu, Ag, Zn, Pb の carbonate, 
oxicarbonate, chloride“. & 20~30°C 
の 低温 で lactate 或 は acetate media 
を 加え た 人 工 海 水中 に て バク テリ ア の 硫 
酸 塩 選 元 に より 形成 され た 。 特に argen- 
tite は supergene environments に 於 
ける 産出 を 認め て いる 数 名 の 研究 者 の F 
RAL, 179°C DEKKRW CO & RE 
で より 低温 で は acanthite と し て 存在 す 
る と の Bateman の 主張 と の 間 の 対立 が 
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讐 床 の 水 成 源 一 火 成 源 論 争 に 種々 の 問題 
を 人 与え て いた が , 本 実験 で は 明らか に バ ベ 
ク テ リ ア の 作用 で 銀 の 塩化 物 及び belie 
か ら 低温 で 生成 され る こと が 確 め られ 
た 。 Ni, Co は 黒色 の 硫化 物 を 形成 し た 
が , X 線 粉末 写真 に て 鉱物 種 を 同定 する 
こと が 出来 な か つた 。 Hg- 炭酸 塩 か ら 
cinnabar, < rhodochrosite 25 
alabandite 或 は hauerite 等 の 硫化 物 
を 作る こと は 出来 な か つた 。 更に Cum 
化物 と Fe- 酸化 物 か ら は 常に Fe- 硫化 
tye covellite DAABEwMK An, 

bornite, chalcopyrite は 出来 な か つた 。 
最後 に MeS+4H,02MeSO,4+8Ht+ 
8e- の 酸化 選 元 反 遍 の 電極 電位 を 自由 エ 
ネル ギー 値 か ら 計 算 し て 図示 し , その 中 
に 天然 に 於 ける バク テリ ア に ょ よる 硫酸 塩 
還元 の 限界 及び 本 実験 の 選 元 反 座 の 範囲 
を 示し 若干 の 考察 を 述べ て いる 。 (Econ. 
Geol. 56, 259~272, 1961) Cea 


8563, ZUR PORRI, 磁 硫 鉄鉱 
AMC Akh る 微量 成分 Hawley, 
J. E., Nichol, I. 


AIRES 9 7 GRP, POKVER I Ua 
BROGA POR, RATKGK, Tae 
鉄 に 含ま れる 微量 成分 を 定性 TEU VC et 
的 に 検出 し た 。 鉱石 の 産地 は 次 の 如く で 
ある 。 1) ニッ ケル 鉱石 ; Sudbury Mine, 
Hardy Mine, Fecunis Lake, 2) #ilgk 
4; Flin Flon, Chibougamau, Que- 


mont, Noranda, Normetal, Mani- 


touwadge, 3) <s@k#; McIntyre. 定 
量 に 用 いた 検出 成分 は Co, Ni, Ag, Cr, 
Pb, Sn, Ti, V, 定性 の ぞ れ は Au) As, 
Bi, Mn, Mo, Sn, VV 等 で あぁ る Fee 
果 次 の 事 が 判明 し た 。 1) 定量 分 析 の 結 
果 , Co, Ni, Ag, Pb「 に 特に 選択 的 濃 
集 を 示し , 然 も 特殊 な 順序 が 認め られ る 。 


例え ば Co, Ni ti, 普通 の 生成 順序 を 示 
SRR, BEB, 黄銅 鉱 の 順に 選択 
濃 集 し , Ni keRPIGK BS 1k 常に 小さ い 
値 を 示す 。 2) 微量 成分 の HAR 
種 の 型 の 鉱床 の みな ら ず 類似 の 型 の 鉱床 
で る ゃ も 明瞭 で あぁ る 。 例え ば McIntyre の 
EM CREO BIG RO TH 変化 し 
叉 Sudbury で は , 唱 出 期 の 異な る 黄 鉄 
GRR, 鉄 体 の 異な つた 場所 に 生じ た 磁 硫 
鉄鉱 が , 各々 変化 を 示し て いる 。 3) 定性 
的 に は 微量 成分 の 組合 せ に は 盤 く べき 類 
似 性 が 認め ちら れる 。 以上 これ ら を 総合 し 
て , 鉱床 は いずれ る も 岩 柴 性 起源 の も の で 
あろ う が , 上 昇 性 鉄 液 が 局部 的 に 混成 作 
用 を 行 つ て 種々 の 変化 を 起す 原因 と な つ 
た 事 を 暗示 する も の で ある 。 (Econ. 
Geol., 56, 467~487, 1961) [ 折 本 〕 
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8564, 湖沼 堆積 物 中 の アミ ノン 酸 
Swain, F. M. 

湖沼 の 沈 積 環境 の 相 異 に よ つ て , 堆積 
物 中 に 集積 する 蛋白 性 物質 は 著しく 異な 
る も の と 思わ れる 。 著者 は この 問題 を よ 
り 具 体 的 に 究明 する た め に , 各種 の 湖沼 
に つい て 堆積 物 中 の アミ ノ 酸 含有 量 及び 
その 特徴 を 検討 し た 。 研究 の 対象 と し た 
Wx, ミネ ソ タ 州 の Anoka, Green, 
Clean, Woods, Fanni, Blue, Kabe- 
kona, Spectacle, Rush, Eagle, South 
Stanchfield, Rainy, Kabetogama, 
Pelican, Reno Of, tv FMD 
Flathead yj, ネバ タ 州 の Pyramid yf 
ルイ ジア ナ 州 の Catahoula js cR 
So 各 湖 の 湖沼 標 式 は 貧 営 養 型 , FB 
型 , Ee LR, KAY, 
泥炭 , BE, PTuND, 砂 , シル ト , 
粘土 , 火山 灰 と 変化 に 富ん で いる 。 これ 


ib 


oe $525 


DUWWEOER BAe cow, 6N HCl] 
DUK L, FY 7 —nW : EB: mk 
(4:1:5) を 展開 剤 と し て , ペー パー クロ 
ジグ 
WEBED 7 > 7 HRILERD TC 稀 に 存在 する 
TEU CH So 湖沼 堆積 物 か ら 得 ら れ た アテ 
SJB, FIS=Vv, TVI VB 2x 
WAS 7 LING AIL YP Yn WY 
Say WEN SR In iat 
Y, bVUA=Y%, SIMCBATOTVX= 
Py MEDS ES ee SF ie SN 
ラニ ン , セリ ン 等 で ある 。 INS RD 
PO? = Jit, bX 7 V7 U7, 7 
ロビ レン , HOZAR, ペプチド , Bt 
酸 等 が 主 な 根源 で あぁ ろう と 思わ れる 。 HE 
RMD Bee (Betz C/N ratio に 
kT slightly (<9:1), partly (9:1~ 
12:1), well (>12:1) OD 32IZK4L 
て いる ) と アミ ノ 酸 の 関係 に つい て 検討 
し た 結果 , 中 性 の 堆積 物 及び 座 植 化 の if 
ん だ 有機 的 に 生産 量 の 高 い A ER 
は , 中 性 の アミ ノ 酸 が 特徴 的 で , 酸性 アテ 
> JBEDOERE 6:1 CHS. EK, TF 
ルカ リ 性 を 示す 堆積 物 及び 座 植 化 の 極め 
て よく 進ん だ 有機 質 泥 灰 で は , 中 性 , 酸性 
7 > 7D 比率 が 3:1 で , 柄 を 示す 
堆積 物 は 中 性 , 酸性 アミ ノ 酸 に 加え て 夏 
基 性 アミ ノ 酸 を も 含有 し , 次 植 化 の 余り 
進ん で いな い 堆積 物 は アミ ノ 酸 の 3 つの 
型 を 全部 含ん で いる 傾向 が 認め ちら れ た 。 
有機 物 含有 量 の 低い 湖沼 堆積 惣 は 一般に 
アミ ノ 酸 含有 量 も 少な く , 若干 量 の 中 性 
アテ アミノ酸 を 含む 外 , 酸性 , 塩基 性 アミ ノ 
酸 は 皆無 で ある 。 (Geol. Soc. Am. 
Bull., 72, 519~546, 1961) C&A) 


8565, ニュ ー ヨ ー グ ク 州 北東 方 に 発達 す 
る Potsdam 砂 載 の 分 析 Wiesnet, 
Ds RR, 

Sa -a-7 WIR HK HT OS 


Potsdam 砂岩 に つい て は 古く か ら 研究 
され て いる が , この 上 部 古生代 の 砂岩 は 
Pettijohn (1957) \kOT ortho- 
quartzite と され て いる が , 筆者 が この 
Dat Ow CAM, BE RU 
roundness, sphericity に つい て 分 析 を 
試み た 結果 , Mooers 地区 に お いて は 
Potsdam 砂岩 は 主として subarkose 
或いは arkose 砂岩 か らち ら なり た つて いる 
こと が あき ら か と な つた 。 筆者 は と く We 
wei k BE AAT Ee Friedman OF 
HED 2 っ つ に つい て 比較 し , Mooers 地区 
で は Potsdam 砂岩 は 10 ~202% の 長石 
を 含む こと を 認め , 普通 の arkose WH 
より は 少 い が orthoquartzite より 多 
Wo KX zircon が 薄 片 中 に みとめ られ る 
B, この 砂岩 の 上 位 に くる Theresa 
dolomite に は zircon は 含ま れず 長石 
も 非常 に 少 い 。 化学 組成 も orthoquart- 
zite と arkose と の や や 中 間 の 値 を 示し 
て いる 。 Potsdam 砂岩 の roundness 
は 0.4~0.5, sphericity は 0.73~0.79 
で roundness と sphericity の 関係 も 
他 の 公表 され て いる 砂岩 分 析 の 結果 と 殆 
ん ど 似 た 値 を 示し て いる 。 この 地域 で は 
北方 に 向う に つれ て Median size Ary 
し sphericity が 増加 し , roundness, 


sphericity は Theresa dolomite は 非 
常に 高い 値 を 示し 非常 に よい sorting を 
うけ て いる 。 Potsdam 砂岩 が typical 
shef-type orthoquartzite と され て き 
Yeas, Mooers HK Clk & きら が に 
subarkose 或いは arkose 砂岩 を 主 と し 
て で いる (Jour. Sed. Pet., 31, 1~14, 
1981) [阿部 〕 


8566, サン タバ ー バ パラ 堆積 和 急 地 に Rt 
る 現世 堆積 物 中 の BBO He Hilse- 
mann, J. and Emery, K. O. 


カリ フォ オル = マヤ 沖 に 発達 する 幾つ か の 
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海中 盆地 の 中 の 一 つ で ある サン タバ ー バ 
FEM CL, 表面 水 に 多く の 有機 体 , 殊 
に 玉藻 類 を 多く 信 む が , 底 水 は 酸素 に 逐 
し い 。 FRO HRY RPI, 地質 時 代 
肉 積 物 の 理 酸 の 供給 に 火山 起源 を BAS 
必要 が な い 。 度 水中 の 酸素 量 は , 4 ¢ ik 
之 し な く て る も 或 る 限界 を 越え た 低い 量 に 
な る と 度 棲 動物 は 急激 に 減る も の と み ら 
れ , 結局 , 年 間 の 季節 変化 に よる 酸素 © 量 
の 変化 で も , 底 棲 動物 の 量 が 左右 され る 
る もの と みち れる 。 コ アー に 見 ちら れる 
laminae と silt 及び clay か ら な る 均一 
MLOUMMOREt, この 関係 を 示す 
も の で あぁ ろう 3。 即ち も 度 棲 動物 の 少な い 冬 
期間 中 に は silt, clay が 沈 積 し , ARC 
VE EE BAYS CHER LL) こ ゝ に 一 種 
の varve type の laminae を 作る 。 

そし て 放 棲 動物 が より 豊富 な 時 に は , そ 
れ ら 動物 の 活動 に より laminae が か き 
EDSENTHE-“& BU ES. HF, 

turbidity current に よる も る の と み ら れ 
4 silt & clay #6524 graded 
bedding が 発達 し , 上 記 の 両 種 堆積 物 を 
中 断 し て いる 。 上 述 の 堆積 様相 は 地質 時 
代 堆 積 物 に み ら れ る 堆積 学 的 特 役 の 幾つ 
か を 解釈 説明 する の に 有用 で ある と 述べ 
RN OUT EG 69, 279 ~290, 
1981) CAA) 


8567, Brazer FRERBOW RA 
skipp, Bo Ave: 


Idaho, Custer Co. の Mackay か ら 
12 喝 西 方 に 分 布 す る Brazer limestone 
は , BH 7,400 RocRU, Osage か ら 


late Meramec に 豆 る Mississippian を 
代表 する 。 その 下位 は 4,000 ROBR 
泥岩 (Low. Miss.) で , 上 位 に は Challis 
Kee (安山岩 質 乃 至 ラ タイ ト 質 娠 岩 
及び 凝灰岩 一 第 三 紀 ) が 覆う て いる 。 = 
の 石灰 岩層 は , FRSA, 不純 , 無 
化石 叉 は 有 孔 虫 を 含む も の か ら , 上 半 部 
WARE, 純粋 , 且つ きわ め て 化石 に 富 
む も の ま で の 岩 相 の 変化 が みち られ, それ 
と 共に 尊 度 の 増加 に 従い GRAB a & 
伴っ つて くる 。 上 部 の 3,000 器 の 間 に BR 
つて , Hee (pebble grade まで の も の ) 
が み ら れ る が , これ に は , 海浜 型 の も の 
と , いわ ゆる turbidity current HD 
も の が あぁ ある 。 結局 この Brazer 層 の 下部 
は , BH HA, 中 部 は 中 位 の 深 
さ の free circulation の 海水 ,) 上 部 は 
恐らく は 西方 又は 南西 方 に あつ た 低い 陸 
域 に 近接 し た 動 造 的 な 海水 域 の 環境 を そ 
れ ぞ れ 示 する もの で あろ う 3 う 。 全 層 序 断 面 の 
詳し い 観 察 と , 化石 群集 /, な らち びに 特に 
ABRAOB LIES DHBAT, Osage 
か ら Meramec に 誤る 沈降 速度 及び 堆積 
量 の 大 きい こと を 物語 る も の で あり , 本 
地域 の Brazer は marginal miogeosyn- 
clinal environment の 積 成 に よる も の 
と 芸 え る a まな た Late Mississippian 
時 期 の 陸 域 を も 含め た 造山 運動 が 上 記 の 
REE CHAR SN, その 中 に は “turbidity 
current” deposits と し て の 特徴 を いく 
DIIey SSeEWMW CA So (Bull, 
Amer. Assoc. Petrol. Geol., 45, 
376 ~389, 1961) Gis 
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